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16時

17時

18時

19時

20時

21時

22時

23時

00時

水位(m)

高
瀬

川
河

口
0
.2

km

発
災

時
刻

1
4
:4

6

-
1
 

0
 

1
 

2
 

3
 

4
 

5
 

日14時

日15時

日16時

日17時

日18時

日19時

日20時

日21時

日22時

日23時

日00時

水位(m)

馬
淵

川
新

大
橋

1
.2

km

発
災

時
刻

1
4
:4

6

-
10
 

1
 

2
 

3
 

4
 

5
 

4時

5時

6時

7時

8時

9時

0時

1時

2時

3時

0時

水位(m)

北
上

川
福

地
8
.5

7k
m

発
災

時
刻

1
4
:4

6

-
1
 

0
 

1
 

2
 

3
 

4
 

5
 

14時

15時

16時

17時

18時

19時

20時

21時

22時

23時

水位(m)

釧
路

川
鳥

取
1
.1

km

-
2
 

-
1
 

0
 

1
 

11日14時

11日15時

11日16時

11日17時

11日18時

11日19時

11日20時

11日21時

11日22時

11日23時

12日00時

水位

発
災

時
刻

1
4
:4

6

34
 

5
 

沙
流

川
富

川
2
.7

km

-
2
 

11日

11日

11日

11日

11日

11日

11日

11日

11日

11日

12日

-
2
 

11日

11日

11日

11日

11日

11日

11日

11日

11日

11日

12日

-
2
 

1
 

11日14

11日1

11日1

11日1

11日1

11日1

11日20

11日2

11日2

11日2

12日00

発
災

時
刻

1
4
:4

6

1
 

2
 

3
 

4
 

5
 

6
 

水位(m)

鳴
瀬

川
野

蒜
0
.5

km

発
災

時
刻

1
4
:4

6

3
 

4
 

5
 

6
 

m)

吉
田

川
小

野
4
.0

4k
m

-
2
 

11日1

11日1

11日1

11日1

11日1

11日1

11日2

11日2

11日2

11日2

-
2
 

-
1
 

0
 

1
 

2
 

3
 

11日14時

11日15時

11日16時

11日17時

11日18時

11日19時

11日20時

11日21時

11日22時

11日23時

12日00時

水位(m)

発
災

時
刻

5
 

-
1
 

0
 

11日14時

11日15時

11日16時

11日17時

11日18時

11日19時

11日20時

11日21時

11日22時

11日23時

12日00時

-
1
 

0
 

1
 

2
 

11日14時

11日15時

11日16時

11日17時

11日18時

11日19時

11日20時

11日21時

11日22時

11日23時

12日00時

水位(m

発
災

時
刻

1
4
:4

6
45
 

発
災

時
刻

1
4
:4

6
45
 

発
災

時
刻

1
4
:4

6

-
2
 

-
1
 0
 

1
 

2
 

3
 

4
 

11日14時

11日15時

11日16時

11日17時

11日18時

11日19時

11日20時

11日21時

11日22時

11日23時

12日00時

水位(m)

鵡
川

鵡
川

2
.5

5
km

-
2
 

-
1
 0
 

1
 

2
 

3
 

4
 

11日14時

11日15時

11日16時

11日17時

11日18時

11日19時

11日20時

11日21時

11日22時

11日23時

12日00時

水位(m)

藤
原

川
南

富
岡

-
k
m

-
2
 

-
1
 

0
 

1
 

2
 

3
 

4
 

11日14時

11日15時

11日16時

11日17時

11日18時

11日19時

11日20時

11日21時

11日22時

11日23時

12日00時

水位(m)

久
慈

川
榊

橋
6
.2

km

発
災

時
刻

1
4
:4

6

-
1
 

0
 

1
 

2
 

3
 

4
 

5
 

日14時

日15時

日16時

日17時

日18時

日19時

日20時

日21時

日22時

日23時

日00時

水位(m)

那
珂

川
湊

大
橋

1
.1

km

発
災

時
刻

1
4
:4

6

2

-
1
 

0
 

1
 

2
 

3
 

4
 

5
 

日14時

日15時

日16時

日17時

日18時

日19時

日20時

日21時

日22時

日23時

日00時

水位(m)

利
根

川
銚

子
0
.7

1k
m

発
災

時
刻

1
4
:4

6

34
 

5
 

荒
川

南
砂

町
-
0.

6
3k

m

発
災

時
刻

1
4
:4

6

-
2
 

-
1
 

0
 

1
 

2
 

3
 

4
 

4時

5時

6時

7時

8時

9時

0時

1時

2時

3時

00時

水位(m)

大
淀

川
姥

ヶ
島

0
.7

6k
m

-
2
 

11日

11日

11日

11日

11日

11日

11日

11日

11日

11日

12日

-
2
 

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

12

発
災

時
刻

1
4
:4

6

1
 

2
 

3
 

4
 

5
 

水位(m)

新
川

新
川

-
km

-
2
 

-
1
 

0
 

1
 

2
 

3
 

11日14時

11日15時

11日16時

11日17時

11日18時

11日19時

11日20時

11日21時

11日22時

11日23時

12日00時

水位(m)

発
災

時
刻

1
4
:4

6

01
 

2
 

3
 

4
 

水位(m)

四
万

十
川

実
崎

3
km

-
3
 

11日1

11日1

11日1

11日1

11日1

11日1

11日2

11日2

11日2

11日2

12日0

発
災

時
刻

1
4
:4

6

1
 

2
 

3
 

4
 

位(m)

巴
川

江
尻

2
.6

7k
m

発
災

時
刻

1
4
:4

6

1
 

2
 

3
 

4
 

5
 

水位(m)

真
亀

川
不

動
堂

-
k
m

出
典
：
市
町
村
向
け
の
統
一
河
川
情
報
デ
ー
タ
を
用
い
て
作
成

※
津

波
波

形
は

、
水

位
が

観
測

可
能

で
あ

っ
た

観
測

点
の

中
か

ら
最

下
流

部
の

観
測

点
の

波
形

を
記

載

-
2
 

-
1
 

0
 

11日14時

11日15時

11日16時

11日17時

11日18時

11日19時

11日20時

11日21時

11日22時

11日23時

12日00時

-
3
 

-
2
 

-
1
 

0
 

11日14時

11日15時

11日16時

11日17時

11日18時

11日19時

11日20時

11日21時

11日22時

11日23時

12日00時

水

-
3
 

-
2
 

-
1
 

0
 

11日14時

11日15時

11日16時

11日17時

11日18時

11日19時

11日20時

11日21時

11日22時

11日23時

12日00時

水位

-
2
 

-
1
 

0
 

11日14時

11日15時

11日16時

11日17時

11日18時

11日19時

11日20時

11日21時

11日22時

11日23時

12日00時

※
津
波
波
形
は
、
水
位
が
観
測
可
能
で
あ
っ
た
観
測
点
の

中
か
ら
最
下
流
部
の
観
測
点
の
波
形
を
記
載
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第
1波

の
河
川

津
波
高

河
川

津
波
高

直
轄
河
川
水
位
観
測
所

に
お
け
る
第
１
波
の
河
川
津
波
高
と
河
川
津
波
高

河
川
津
波
の
津
波
波
形
・
河
川
津
波
高

資
料
5

56
※

高
瀬

川
、
鳴

瀬
川
、
阿

武
隈

川
で
は
第
１
波
の

河
川
津

波
高
が

大
き
い
が
、

そ
の

他
の

河
川

で
は

第
２
波

以
降

の
方

が
大

き
い
。

直
轄
河
川
水
位
観
測
所

に
お
け
る
第

波
の
河
川
津
波
高
と
河
川
津
波
高

：
第
1波

の
河
川

津
波
高

34

波高（m）

：
第
1波

の
河
川

津
波
高

：
河

川
津
波

高

23

河川津波

注
1）

01

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

m）

m）

m）

）

）

m）

）

）

）

）

m）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

m）

）

）

）

m）

）

）

欠測

注
1）

注
2）

）

釧路川（1.10km

十勝川（3.20km

沙流川（2.70km

鵡川（2.55km

高瀬川（0.20km

馬淵川（1.20km

北上川（8.57km

旧北上川（21.78km

鳴瀬川（0.50km

名取川（0.69km

阿武隈川（0.78km

久慈川（6.2km

那珂川（1.1km

利根川（0.71km

江戸川（0.08km

荒川（‐0.63km

多摩川（0.09km

鶴見川（1.80km

相模川（0.71km

狩野川（3.27km

富士川（3.8km

安倍川（4.07km

大井川（10.03km

菊川（2.00km

天竜川（3.30km

豊川（0.28km

矢作川（‐1.80km

庄内川（2.90km

木曽川（2.00km

長良川（13.78km

鈴鹿川（6.25km

雲出川（3.93km

櫛田川（7.84km

宮川（6.86km

熊野川（0.10km

紀の川（1.59km

大和川（0.60km

淀川（4.80km

加古川（1.50km

揖保川（4.30km

吉井川（1.10km

吉野川（0.0km

那賀川（7.00km

物部川（3.65km

仁淀川（0.20km

四万十川（3.00km

五ヶ瀬川（6.20km

大淀川（0.76km

（水位観測所距離標

旧

北
海
道

青
森

宮
城
県

茨
城
県
千

葉
県
東

京
都
神
奈
川

県

静
岡
県

愛
知
県

岐 阜 県

三
重
県

和 歌 山 県

大
阪
府
兵
庫

県
岡 山 県

徳
島

県
高
知
県

宮
崎
県

河川名

※
津

波
遡

上
の

有
無

に
関

係
な
く
、
河

口
に
最

も
近

く
、
か

つ
観

測
デ
ー
タ
が

残
っ
て
い
る
水

位
観

測
所

の
河

川
津

波
高

を
図

示
。

※
グ
ラ
フ
に
お
い
て
、
欠

測
表

示
以

外
の

河
川

の
う
ち
河

川
津

波
高

が
示

さ
れ

て
い
な
い
河

川
は

、
顕

著
な
水

位
変

化
が

確
認

で
き
な
い
河

川
で
あ
る
。

注
1）

名
取

川
：
地

震
に
よ
る
欠

測
。

注
2)
安
部
川
、
大
井
川
は
60

分
水
位

デ
ー
タ
。

水
位
観
測
デ
ー
タ
：
市
町
村
向
け
の
統
一
河
川
情
報
デ
ー
タ
に
よ
る

11
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タイプライターテキスト



各
施
設
ま
で
の
河
川
津
波
到
達
時
間
（
主
な
堰
・
水
門
）

資
料
6

12



河
川

津
波

の
伝

播
速

度
（
北

上
川

の
水

位
観

測
所

に
お
け
る
水

位
デ
ー
タ
）

福
北

資
料
7

飯 野 川

福 地 水 位 観 測 所

北 上 大 堰

川 上 流 水 位 観 測

所

4福
地

＆
飯

野
川

上
流

（3
/1
1
14
:3
0～

18
:4
0）

【
福

地
】
1分

デ
ー
タ

想
定
変
化
量

補
正
後
の
標

高
（
T.
P.
m
）

【
飯
野
川
上
流

】
1分

デ
ー

タ

想
定
変
化
量

補
正
後
の
標

高
（
T.
P.
m
）

【
福

地
】
10

分
デ

ー
タ

【
飯
野
川
上
流

】
10
分
デ
ー
タ

測 所

区
間

福
～
飯

6
.3
7
km

1
3
分

福
地

飯
～
北
（
下
）

2
2
6
km

4
分

地
点

距
離
標

第
1
波

ピ
ー
ク
到

達
時

刻

河
川
津

波
伝
播

速
度

差
分

(k
m
)

(m
/
s)

1
5
:4
2

8
5
7

1.
52

2.
53

3.
5

【
福

地
】
10

分
デ

ー
タ

【
飯
野
川
上
流

】
10
分
デ
ー
タ

福
地

飯
～
北
（
下
）

2
.2
6
km

4
分

飯
野

川
上
流

福
～
北
（
下
）

8
.6
3
km

1
7
分

北
上
大

堰
(下

)

区
間

福
～
飯

6
.3
7
km

1
4
分

福
地

飯
～
北
（
下
）

2
.2
6
km

4
分

飯
野

川
上
流

福
～
北
（
下
）

8
.6
3
km

1
8
分

北
上
大

堰
(下

)

1分データ

1
5
:4
2

8
.1
7

8
.4
6

1
4
.9
4

1
5
:5
5

9
.4
2

1
7
.2

1
5
:5
9

8
.5
7

地
点

距
離
標

第
1
波

立
ち
上

り
前

到
達

時
刻

河
川
津

波
伝
播

速
度

差
分

(k
m
)

(m
/
s)

8
.5
7

1
5
:3
6

7
.5
8

7
.9
9

1
4
.9
4

1
5
:5
0

9
.4
2

1
7
2

1
5
:5
4

‐1

‐0
.50

0.
51

北
上
大

堰
(下

)

区
間

福
～
飯

6
.3
7
km

3
0
分

福
地

飯
～
北
（
下
）

2
.2
6
km

-
1
0
分

飯
野

川
上
流

福
～
北
（
下
）

8
.6
3
km

2
0
分

北
上
大

堰
(下

)

1
7
.2

1
5
:5
4

地
点

距
離
標

第
1
波

ピ
ー
ク
到

達
時

刻

河
川
津

波
伝
播

速
度

差
分

(k
m
)

(m
/
s)

8
.5
7

1
5
:4
0

3
.5
4

7
.1
9

1
4
.9
4

1
6
:1
0

-
3
.7
7

1
7
.2

1
6
:0
0

分データ

‐2

‐1
.5

14:30

14:38

14:46

14:54

15:02

15:10

15:18

15:26

15:34

15:42

15:50

15:58

16:06

16:14

16:22

16:30

16:38

16:46

16:54

17:02

17:10

17:18

17:26

17:34

17:42

17:50

17:58

18:06

18:14

18:22

18:30

18:38

区
間

福
～
飯

6
.3
7
km

2
0
分

福
地

飯
～
北
（
下
）

2
.2
6
km

0
分

飯
野

川
上
流

福
～
北
（
下
）

8
.6
3
km

2
0
分

北
上
大

堰
(下

)

地
点

距
離
標

第
1
波

立
ち
上

り
前

到
達

時
刻

河
川
津

波
伝
播

速
度

差
分

(k
m
)

(m
/
s)

10分

8
.5
7

1
5
:3
0

5
.3
1

7
.1
9

1
4
.9
4

1
5
:5
0

-
1
7
.2

1
5
:5
0

水
位
観
測
デ
ー
タ
：
市
町
村
向
け
の
統
一
河
川
情
報
デ
ー
タ
に
よ
る
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資
料

８
東

北
地

方
太

平
洋

側
の
堰

・
水

門
の
地

震
・
河

川
津

波
に
よ
る
各

施
設

の
被

害
状

況

14



堰
・
水
門

位
置
図

各
施
設
に
お
け
る
津
波
到
達
時
間

月
浜

第
一
水
門
、
月
浜
第
二
水
門

月
浜

防
潮
水
門
、
釜
谷
水
門

南
沢

川
水

門
・
脇
谷

水
門

北
上
川

北
上

大
堰

鳴
瀬

堰

旧
北
上
川

鳴
瀬
川

吉
田
川

真
野

川
水
門

鳴
瀬

堰

鳴
瀬
川

野
蒜

水
門

仙
台

名
取

川

野
蒜

水
門

閖
上

水
門

阿
武

隈
大

堰

阿
武
隈

川

閖
上

水
門

新
浜

水
門

馬
淵

大
堰八

戸
国

土
交

通
省

東
北

地
方

整
備
局

提
供
資

料
を
基

に
作

成

河
川

近
傍

の
電

子
基

準
点

地
殻

変
動

量
位
置

基
準

点
名

水
平
(m

)
上
下

(m
)

北
上

川
旧

北
上
川

石
巻

市
小

船
越

山
畑

河
北

4
2
5

0
6
0

河
川

名東
日
本
大
震
災
に
よ
る
地
表
変
位

新
浜

水
門

馬
淵

大
堰

国
土

交
通

省
東

北
地

方
整

備
局

提
供
資

料
を
基
に
作
成

北
上

川
・
旧

北
上
川

石
巻

市
小

船
越

山
畑

河
北

4
.2
5

-
0
.6
0

鳴
瀬

川
東

松
島
市

矢
本

字
大

溜
矢

本
3
.9
8

-
0
.5
1

名
取

川
仙

台
市
青

葉
区

錦
ヶ
丘

仙
台

2
.5
5

-
0
.1
4

阿
武

隈
川

白
石

市
大

鷹
沢

三
沢

白
石

2
.2
5

-
0
.1
5

出
典

：
国

土
地

理
院

資
料
：
「
平

成
23

年
3月

の
地

殻
変
動

に
つ
い
て

（
平

成
23

年
4月

8日
（
金
）1

6時
00

分
）
」
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堰
・
水
門
等
委
員
会

H
2
3
.
4
.
2
4

＜
位
置
図
＞

＜
全
景
写
真
＞

諸
元

北
上
大
堰

北
上

川
水

系
北

上
川

１
７
．
２
ｋ

堰
管

理
用

水
位

計
に
お
け
る
河

川
津
波

高
：5

.8
2m

堰
管

理
用

水
位

計
に
お
け
る
河

川
痕
跡

高
：T

.P
.5

.8
46

m
地

震
発

生
後
の

津
波
の

到
達
時

間
：6

8分
ゲ
ー
ト
操

作
状
況

：全
閉

完
成

：
昭

和
53

年
全

長
：
33
5.
4m

(内
、
可

動
堰
29
5m
)

湛
水

位
：
K.
P.
4.
5m
(T
.P
.5
.3
7m
)

可
動

堰
形

式
：
鋼

製
ﾛ
ｰ
ﾗ
ｰ
ｹ
ﾞｰ
ﾄ6

門
内
、
フ
ラ
ッ
プ
付
ゲ
ー
ト
3門

諸
元

岩
手

県
秋

田
県

青
森

県

宮
城

県
山

形
件

福
島

県

北
上

川

河
床

安
定
、

多
目

的
取

水
、

塩
水

遡
上

防
止

、

旧
北

上
川
へ

の
分

派
量

確
保

福
島

県

設
置
目
的

開
閉
機
の
種
類

2
M
2
D
電
動
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
ウ
イ
ン
チ
式

＜
正

面
図

＞
＜

洪
水

操
作

＞

○
堰
地
点
流
量
4
4
0
m
3
/
s
超

堰
水
位
を
K
.
P
.
3
.
4
m
～
4
.
3
5
m

（
T
.
P
.
4
.
2
7
m
～
5
.
2
2
m
）
に
保
持

○
K
.
P
.
4
.
3
5
m
(
T
.
P
.
5
.
2
m
)
以
下
に
保
つ
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は

ゲ
全

操
作

＜
平

面
図

＞
＜

堰
柱

般
図

＞

ゲ
ー

ト
全
開

＜
平

常
時
＞

○
堰
水
位
を
K
.
P
.
4
.
3
5
m
～
4
.
5
0
m
(
T
.
P
.
5
.
2
m
～
5
.
4
m
)
に
保
持

注
）

K
.P
.：
北
上
川
基
準
面
(T
.P
.-
0
.8
7
4
5
m
)

＜
平

面
図

＞

＜
縦

断
面

図
＞

＜
堰
柱
一

般
図

＞

高
水

式
部

（
サ

イ
ド
）

＜
調

節
ゲ

ー
ト

（
メ

イ
ン

）
＞

＜
調

節
ゲ

ー
ト

（
サ

イ
ド

）
＞

低
水
式
部
（
メ
イ
ン
）

国
土

交
通

省
東

北
地

方
整

備
局

提
供
資

料
を
基

に
作

成
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3号
堰

柱
（
第
5号

堰
柱
）

北
上
大
堰
の
被
害
状
況
・
喪
失
し
た
機
能
（
地
震
に
よ
る
も
の
）

堰
・
水
門
等
委
員
会

H
2
3
.
4
.
2
4

北
上
大
堰

２
号

堰
柱

（
第

６
号

堰
柱
）

１
号

堰
柱

（
第

７
号

堰
柱
）

異
常

な
し
。

①
堰

等
の
躯

体

②
水

門
扉
、

戸
当

り
、

開
閉

装
置

北
上
川

鋼
矢
板
Ⅱ
型
L
=
7
m

扉
体
：
２
，
５
，
６
号

ゲ
ー

ト
浮

上
り

戸
当
り
：
４
門
と
も
変

形

異
常

な
し
。

③
電

源
設
備

停
電

に
よ
り
常

用
電
源

に
よ
る
操

作
不

可
能
。
予
備

発
電
設

備
に
よ
る
操
作

可
能
。

②
水
門
扉
、
戸
当
り
、

開
閉

装
置

床
版

継
目

部
か

ら
噴

出
水

開
閉
装
置

１
，
２
，
４
号
ゲ
ー
ト
ワ
イ
ヤ
固
定
金
具
破
損
（
4
月
1
6
日
復
旧
）

３
，
４
号

フ
ラ

ッ
プ

ゲ
ー

ト
Ａ

Ｄ
変

換
機

故
障

の
た

め
自

動
制

御
不
可
能
。

⑤
そ

の
他
（

管
理

棟
等

）

④
制

御
装
置

異
常

な
し
。

北
上
大
堰
の
被
害
状
況
・
喪
失
し
た
機
能
（
津
波
に
よ
る
も
の
）

①
堰

等
の
躯

体

異
常

な
し
。

メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ

ワ
イ
ヤ

メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ

ワ
イ
ヤ

３
号

ゲ
ー
ト

３
号

ゲ
ー
ト

Ａ
Ｄ
変
換
器
故
障

Ａ
Ｄ
変
換
器
故
障

①
堰

等
の
躯

体

③
電
源
設
備

停
電

に
よ
り
常

用
電
源

に
よ
る
操

作
不

可
能
。
予
備

発
電
設

備
に
よ
る
操
作

可
能
。

（
常

用
電
源

3月
22

日
復

旧
）

６
号

ゲ
ー
ト

下
流

部
床

板
、

１
号

ゲ
ー

ト
下

流
部
床
板
か
ら
の
漏
水
。

メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
ワ
イ
ヤ

ド
ラ
ム
乱

巻
き
状

況
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
ワ
イ
ヤ

転
向

シ
ー
ブ
折

損
Ａ
Ｄ
変
換
器
故
障

Ａ
Ｄ
変
換
器
故
障

表
示
状
況

（
常

用
電
源

3月
22

日
復

旧
）

３
号
ゲ
ー
ト
開
度
計
の

メ
ッ

セ
ン

ジ
ャ

ー
ワ

イ
ヤ

切
断

の
た

め
ゲ

ー
ト

開
閉

制
御
不
可
能
。

手
動
に
よ
る
開
閉
操
作
可
能
。
（
5
月
1
日
復
旧
）

６
号

サ
イ
ド
ゲ
ー
ト
下

流 止
水

板

④
制
御
装
置

⑤
そ
の
他
（
管
理
棟
等

）

異
常

な
し
。

止
水

板
が
破

断
し

て
い

る
可

能
性

が
高

い
。

国
土

交
通

省
東

北
地

方
整

備
局

提
供
資

料
を
基

に
作

成
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堰
・
水
門
等
委
員
会

H
2
3
.
4
.
2
4

＜
位
置
図
＞

＜
全
景
写
真
＞

諸
元

阿
武
隈
大
堰

阿
武

隈
川

系
阿

武
隈

川
下

流
１
０
．
２
ｋ

堰
管

理
用

施
設

水
位
計

に
お
け
る
河
川

津
波
高

：
5.

19
ｍ

堰
管

理
用

施
設

水
位
計

に
お
け
る
河
川

痕
跡
高

：
T.

P.
5.

39
m

地
震

発
生

後
の

津
波
の

到
達
時

間
：8

6分
ゲ
ー
ト
操

作
状
況

：全
閉

完
成

：
昭

和
57

年
4月

全
長

：
75
0m

(内
、
可

動
堰
47
0m

)
湛

水
位

：
T.
P
.+
4.
2m

可
動
堰
形
式
：
鋼
製
シ
ェ
ル

構
造

ロ
ー
ラ
ゲ
ー
ト
10

門
内

、
フ
ラ
ッ
プ
付
ゲ
ー
ト
3門

諸
元

多
目

的
取
水

内
、
フ
ラ
ッ
プ
付
ゲ

ト
3門

操
作

設
置
目
的

開
閉
機
の
種
類

2
M
2
D
電
動
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
ウ
イ
ン
チ
式

＜
洪

水
操
作

＞

○
堰
地
点
流
量
6
0
0
m
3
/
s
超

堰
水
位
を

T
.
P
.
3
.
5
m
～
4
.
0
m
に
保
持

○
T
.
P
.
4
.
0
m
以
下
に
保
つ
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、
段
階
的
に
開
放

流
入
量
1
,
6
4
0
m
3
/
s
で
全
開
放
流

＜
平

常
時
＞

操
作

＜
平

面
図

＞

○
5月

1
0日

～
9月

1
0日

：
堰
水
位
を
T.
P.

4.
0
m～

4.
2
mに

保
持

○
9月

1
1日

～
5月

9日
：
堰
水
位
を
T.
P.

3.
5
m～

4.
2
mに

保
持

＜
縦

断
面

図
＞

面
図

＜
調

節
ゲ

ー
ト

＞
＜

制
水

ゲ
ー

ト
＞

＜
堰

柱
一

般
図

＞

＜
正

面
図

＞

国
土

交
通

省
東

北
地

方
整

備
局

提
供
資

料
を
基

に
作

成
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阿
武
隈
大
堰
の
被
害
状
況
・
喪
失
し
た
機
能
（
地
震
に
よ
る
も
の
）

堰
・
水
門
等
委
員
会

H
2
3
.
4
.
2
4

阿
武
隈
大
堰

阿
武
隈
大
堰
の
被
害
状
況
・
喪
失
し
た
機
能
（
津
波
に
よ
る
も
の
）

異
常

な
し
。

ひ
び
割

れ
や

剥
離
は

多
数
存

在
す
る
が
、
今
回

の
地
震

に
よ
る
拡

大
は

認
め
ら
れ

な
い
。

①
堰

等
の
躯

体

異
常

な
し
。

①
堰
等
の
躯
体

②
水
門
扉
、
戸
当
り
、

開
閉

装
置

②
水

門
扉
、

戸
当

り
、

開
閉

装
置

異
常

な
し
。

③
電

源
設
備

扉
体
「
ゲ
ー
ト
塗
装
の

損
傷

」
。

漂
着
物
(
船
、
流
木
等
)
に
よ
る
ゲ
ー
ト
塗
装
が
損
傷
（
8
号
ゲ
ー
ト
）
。

開
閉

装
置

ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ

④
制

御
装
置

停
電

に
よ
り
常

用
電
源

に
よ
る
操

作
不

可
能
。
予
備

発
電
設

備
に
よ
る
操
作

可
能
。

異
常

な
し

開
閉

装
置
、
ワ
イ
ヤ

ロ
プ

津
波

の
直

撃
に
よ
り
ゲ
ー
ト
が

浮
き
上

が
っ
た
も
の

の
、
開
閉

装
置
や

ワ
イ
ヤ
ロ
ー

プ
に
つ
い
て
は

、
異

常
は
認

め
ら
れ

な
い
。

⑤
そ

の
他
（

管
理

棟
等

）

壁
面

剥
離

、
天

井
落

下
。

管
理

棟
に
は

、
壁

面
ク
ラ
ッ
ク
や

剥
離

が
多
数

発
生
し
て
お
り
、
天

井
、
蛍

光
灯

の
落

下
も
発

生

異
常

な
し
。

③
電
源
設
備

停
電

に
よ
り
常
用
電
源

に
よ
る
操

作
不

可
能

予
備

発
電
設

備
に
よ
る
操
作

可
能

下
も
発

生
。

①
②

付
属

施
設

等
の

変
状
「
格
子

張
落
下

、
管

理
橋
背

面
沈
下

」
。

阿
武

隈
川

左
岸

側
に
沈

下
等

の
変
状

を
多

数
確

認
。

停
電

に
よ
り
常
用
電
源

に
よ
る
操

作
不

可
能
。
予
備

発
電
設

備
に
よ
る
操
作

可
能
。

（
常

用
電
源

3月
14

日
復

旧
）

④
制
御
装
置

異
常

な
し
。

①
②

③

④

⑤
そ
の
他
（
管
理
棟
等

）

異
常

な
し
。

国
土

交
通

省
東

北
地

方
整

備
局

提
供
資

料
を
基

に
作

成
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堰
・
水
門
等
委
員
会

H
2
3
.
4
.
2
4

＜
位
置
図
＞

馬
淵
大
堰

馬
淵

川
水

系
馬

淵
川

２
．
６
ｋ

堰
上

流
水

位
計

に
お
け
る
河
川

津
波
高

：
4.

28
m

堰
上

流
水

位
計

に
お
け
る
河
川

痕
跡
高

：
T.

P.
3.

93
m

地
震

発
生

後
の

津
波
の

到
達
時

間
：6

4分
ゲ
ー
ト
操

作
状
況

：１
，
２
，
４
号

半
開

、
３
号

全
閉

ま
べ

ち

完
成

：
昭

和
55

年
全

長
：
2
7
0
.1
m

(内
、
可

動
堰

1
5
2m

)
湛

水
位

：
T.
P
.+
1.
20
m

可
動
堰
形
式
：
鋼
製
シ
ェ
ル
構
造
ロ
ー
ラ
ゲ
ー
ト
4
門

内
フ
ラ

プ
付
ゲ

ト
3門

諸
元

河
道

維
持
、

塩
害

防
除

、
各

種
取

水
の

安
定

設
置
目
的

＜
全
景
写
真
＞

内
、
フ
ラ
ッ
プ
付
ゲ
ー
ト
3門

開
閉
機
の
種
類

2
M
2
D
電
動
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
ウ
イ
ン
チ
式

＜
全
景
写
真
＞

＜
津

波
・
高

潮
操

作
＞

津
波

、
高
潮

に
関

す
る

注
意

報
ま

た
は

警
報

が
発

せ
ら

れ
た

と
き

は
、

堰
の
ゲ

ー
ト

を
全

閉
す

る
も

の
と

す
る

。
た

だ
し

、
堰

上
流

に
設
置
し
た
量
水
標
に
お
い
て
測
定
し
た
水
位
が
標
高
1
.
8
m
を
超

操
作

＜
平

面
図

＞
＜

側
面

図
（

堰
柱

部
）

＞

え
る

お
そ
れ

が
あ

る
場

合
は

、
全

閉
し

な
い

も
の

と
す

る
。

＜
正

面
図

＞
＜

ゲ
ト

断
面

図
＞

＜
平

面
図

＞
＜

側
面

図
（

堰
柱

部
）

＞
＜

正
面

図
＞

＜
ゲ

ー
ト

断
面

図
＞

国
土

交
通

省
東

北
地

方
整

備
局

提
供
資

料
を
基

に
作

成
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馬
淵
大
堰
の
被
害
状
況
・
喪
失
し
た
機
能
（
地
震
に
よ
る
も
の
）

堰
・
水
門
等
委
員
会

H
2
3
.
4
.
2
4

馬
淵
大
堰

馬
淵
大
堰
の
被
害
状
況
・
喪
失
し
た
機
能
（
津
波
に
よ
る
も
の
）

異
常

な
し
。

①
堰

等
の
躯

体

②
水

門
扉
、

戸
当

り
、

開
閉

装
置

異
常

は
な
く

地
震

発
生

後
出

張
所

よ
り
遠

隔
全
閉
操
作

を
行

た
が

号

②
水
門
扉
、
戸
当
り
、

開
閉

装
置

異
常

な
し
。

①
堰
等
の
躯
体

戸
当

り
一
部
変
形
。

片
吊

り
状

態
は
復

旧
せ
ず
。

異
常

は
な
く
、
地

震
発

生
後
、
出

張
所

よ
り
遠

隔
で
全
閉
操
作

を
行

っ
た
が
、
１
号

、
２
号

、
４
号

ゲ
ー
ト
は

操
作

中
に
開

閉
異

常
が
発

生
し
、
ゲ
ー
ト
片

吊
り
状

態
。

こ
の

た
め
、
出

張
所
職

員
が
管

理
所
に
急

行
。

３
号

ゲ
ー
ト
は

問
題
な
く
全

閉
で
き
た

。
③
電
源
設
備

停
電

に
よ
り
常

用
電
源

に
よ
る
操

作
不

可
能
。
予
備

発
電
設

備
に
よ
る
操
作

可
能
。

（
常

用
電
源

3月
13

日
復

旧
）

④
制
御
装
置

地
震

に
よ
る
開
度
計

メ
セ

ジ
イ
ヤ
取

付
け
金

具
破
断

は
継
続

し
遠

⑤
そ
の
他
（
管
理
棟
等

）

異
常

な
し
。

1
号

2
号

4
号

ゲ
ー
ト
片

吊
り
状

況
（
津

波
到

達
後

）

地
震

に
よ
る
開
度
計
の

メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
ワ
イ
ヤ
取

付
け
金

具
破
断

は
継
続

し
、
遠

方
操

作
、
機

側
操
作

と
も
不

可
能

。
（3

月
15

日
復
旧

）

③
電

源
設
備

停
電

に
よ
り
常

用
電
源

に
よ
る
操

作
不

可
能
。
予
備

発
電
設

備
に
よ
る
操
作

可
能
。

異
常

な
し
。

1
号

、
2
号

、
4
号

ゲ
ー
ト
片

吊
り
状

況
（
津

波
到

達
後

）

④
制

御
装
置

地
震

発
生

後
に
１
号

、
２
号

、
４
号

ゲ
ー
ト
の

開
度
計

の
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
ワ
イ
ヤ
取

付
け
金
具

が
破

断
し
、
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
ワ
イ
ヤ
が

滑
車
か
ら
外
れ
、
ゲ
ー
ト
開
度
の

確
認

が
不

可
能

。

⑤
そ

の
他
（

管
理

棟
等

）

異
常

な
し
。

応
急

復
旧

後
の
状
況

国
土

交
通

省
東

北
地

方
整

備
局

提
供
資

料
を
基

に
作

成

21



堰
・
水
門
等
委
員
会

H
2
3
.
4
.
2
4

＜
位
置
図
＞

諸
元

秋
田

県

青
森

県

月
浜
第
一
水
門

北
上

川
水

系
北

上
川

左
岸

２
．
０
ｋ

水
門

管
理

用
水

位
計
に
お
け
る
河

川
津

波
高
：
8.

3ｍ
水

門
管

理
用
水

位
計
に
お
け
る
河

川
痕

跡
高
：
T.

P.
8.

74
6ｍ

地
震

発
生

後
の

津
波
の

到
達
時

間
：3

9分
ゲ
ー
ト
操

作
状
況

：
全

閉
（
遠

隔
操

作
）

洪
水

そ
の

他
（

塩
水

遡
上

防
止

）

完
成

：
平

成
18

年
3月

全
長
：
68
m
(内

、
可

動
堰
60
m
)

ゲ
ー
ト
形
式
：
鋼
製
ﾛ
ｰ
ﾗ
ｰ
ｹ
ﾞｰ
ﾄ3

門
浮

体
構

造
起

伏
ｹ
ﾞｰ
ﾄ1

門

諸
元

岩
手
県

秋
田

県 宮
城
県

山
形

件

福
島

県
北

上
川

設
置
目
的

洪
水
、

そ
の

他
（

塩
水

遡
上

防
止

）

＜
全
景
写
真
＞

＜
洪
水

操
作

＞

○
水
門

下
流

水
位

が
K
P
2
0m
(
T
P
6
87
m
)超

操
作

開
閉
機
の
種
類

油
圧
シ
リ
ン
ダ
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
式

○
水
門

下
流

水
位

が
K.
P
.2
.
0m
(
T.
P
.6
.
87
m
)超

逆
流

す
る

恐
れ

が
あ

る
場

合
は

ゲ
ー

ト
全

閉

○
水
門
上
流
水
位
が
K
.
P
.
2
.
4
m
(
T
.
P
.
7
.
2
7
m
)
超

逆
流
す
る

恐
れ

が
無

い
場

合
は

ゲ
ー

ト
全

開

＜
平
常
時
＞

○
本
川

か
ら

支
川

へ
の

逆
流

が
生
じ

な
い
よ

う
操

作
○
本
川

か
ら

支
川

へ
の

逆
流

が
生
じ

な
い
よ

う
操

作

注
）

K
.P
.：
北
上
川
基
準
面
(T
.P
.-
0
.8
7
4
5
m
)

＜
正

面
図

＞

＜
平

面
図

＞

＜
平

面
図

＞

国
土

交
通

省
東

北
地

方
整

備
局

提
供
資

料
を
基

に
作
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月
浜

第
一

水
門

の
被

害
状

況
・

喪
失

し
た

機
能

（
地

震
に

よ
る

も
の

）

堰
・
水
門
等
委
員
会

H
2
3
.
4
.
2
4

③
電
源
設
備

予
備

発
電
設
備
が
津
波

に
よ
り
浸

水
し
、
電

源
喪

失
。

月
浜
第
一
水
門

異
常

な
し
。

①
水

門
等
の

躯
体

②
水

門
扉
、

戸
当

り
、

開
閉

装
置

異
常

な
し
。

予
備

発
電
設
備
が
津
波

に
よ
り
浸

水
し
、
電

源
喪

失
。

（
仮

発
電
機
設
置

6月
15

日
）

④
制
御
装
置

管
理

所
操
作
室
の
操
作

盤
、
機

側
操

作
盤
と
も
浸

水
し
、
操

作
不

可
能
。

仮
設

発
電
機
と
仮
設
操

作
盤

で
応

急
復

旧
(3
月

15
日
）
。

④
制

御
装
置

異
常

な
し
。

③
電

源
設
備

停
電

に
よ
り
常

用
電
源

に
よ
る
操

作
不

可
能
。
予
備

発
電
設

備
に
よ
る
操
作

可
能
。

仮
復

旧
（
仮
操
作
盤

6月
15

日
）

⑤
そ

の
他
（

管
理

棟
等

）

異
常

な
し
。

異
常

な
し
。

３
号

ゲ
ー
ト

（
本

体
・
ロ
ー
ラ
ー
ゲ
ー
ト
に
は

損
傷

な
し
）

堤
防

陥
没

喪
失

操
作

室
：
津

波
に
よ
り
損

傷

月
浜

第
一

水
門

の
被

害
状

況
・

喪
失

し
た

機
能

（
津

波
に

よ
る

も
の

）

①
水

門
等
の

躯
体

３
号

ゲ
ー
ト

異
常

な
し
。

②
水

門
扉

戸
当

り
開
閉

装
置

＜
電

源
盤

＞
浸

水
及

び
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
塊

の
激
突

＜
発
動
発
電
機
＞

浸
水
及
び
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
塊
の
激
突

＜
操
作
盤
＞

浸
水
に
よ
り
動
作
不
能

⑤
そ
の
他
（
管
理
棟
等

）

管
理

橋
金

属
部

変
形
、
損
傷

。
照

明
、
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
カ
メ
ラ
流

失
。

起
伏

ゲ
ー
ト

戸
当

り
逸

脱
、

シ
リ

ン
ダ

リ
ン

グ
プ
レ
ー
ト
曲
が
り
の
た
め
、

ゲ
ー

ト
開

閉
操

作
不
可

能
。
（
6月

15
日

応
急
復
旧
）

扉
体
の
損
傷

②
水

門
扉
、

戸
当

り
、
開
閉

装
置

開
閉

装
置
の

損
傷

浸
水
に
よ
り
動
作
不
能

本
来
の
扉
体
位
置

本
来
の
プ
レ
ー
ト
位

置

開
閉

装
置
の

損
傷

戸
当
り
逸
脱
状
況

シ
リ
ン
ダ
リ
ン
ク
プ
レ
ー
ト
曲

り
管
理
橋
金
属
部
変
形
、
損
傷
状

況

国
土

交
通

省
東

北
地

方
整

備
局

提
供
資

料
を
基
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作
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堰
・
水
門
等
委
員
会

H
2
3
.
4
.
2
4

＜
位
置
図
＞

月
浜
第
二
水
門

北
上

川
水

系
北

上
川

左
岸

０
．
１
ｋ

水
門

管
理

用
水

位
計
地

点
に
お
け
る
河

川
津
波

高
：
7.

20
5m

痕
跡

調
査

に
よ
る
河
川

痕
跡
高

：
T.

P.
7.

0m
地

震
発
生

後
の

津
波
の

到
達
時

間
：4

0分
ゲ
ー
ト
操

作
状
況
：
一
部
（
メ
イ
ン
ゲ
ー
ト
）
開
（
遠
隔
操
作
不
能
）

青
森

県

完
成

：
昭

和
2年

全
長
：
19
.3
m
(内

、
可

動
堰
15
m
)

ゲ
ー
ト
形
式
：
プ
レ
ー
ト
ガ
ー
ダ
構
造
ロ
ー
ラ
ゲ
ー
ト
3門

諸
元

北
上

川
設
置

目
的

岩
手
県

秋
田

県

青
森

県

宮
城
県

山
形

件

福
島

県

洪
水

＜
全
景
写
真
＞

＜
洪
水
操
作

＞

操
作

設
置

開
閉
機
の
種
類

1
M
2
D
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
ウ
イ
ン
チ
式

＜
洪
水
操
作

＞
○

洪
水
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
ゲ
ー
ト
全
開

○
本
川
か
ら
支
川
へ
の
逆
流
が
始
ま
る
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
、
ゲ
ー
ト
全
開

○
本
川
か
ら
支
川
へ
の
逆
流
が
始
ま
っ
た
と
き
は
、
ゲ
ー
ト
全
閉

○
前
号
に
よ
り
ゲ
ー
ト
を
全
閉
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
内
水
位
が
外
水
位
よ
り

高
く
な
っ
た
と
き
は

、
こ
れ

を
全
開

し
、
洪

水
警
戒

体
制
解

除
時
に
は
半

開
メ
イ
ン
ゲ
ー
トサ
ブ
ゲ
ー
ト

＜
平
常
時
＞

外
水
位
が
内
水
位
以
下
の
場
合
に
お
い
て
は
、
ゲ
ー
ト
半
開

＜
平

面
図

＞
＜

正
面

図
＞

＜
縦

断
面

図
＞

国
土

交
通

省
東

北
地

方
整

備
局

提
供
資

料
を
基

に
作

成
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月
浜

第
二

水
門

の
被

害
状

況
・

喪
失

し
た

機
能

（
地

震
に

よ
る

も
の

）

堰
・
水
門
等
委
員
会

H
2
3
.
4
.
2
4

③
電
源
設
備

月
浜
第
二
水
門

異
常

な
し
。

①
水

門
等
の

躯
体

②
水

門
扉
、

戸
当

り
、

開
閉

装
置

異
常

な
し
。

④
制
御
装
置

ア
ン
カ
ー
部

破
損

停
電

に
よ
り
常

用
電
源

に
よ
る
操

作
不

可
能
。

予
備

発
電

設
備

：
浸

水
に
よ
り
操
作

不
可
能

。
電

源
喪
失
。

④
制

御
装
置

異
常

な
し
。

③
電

源
設
備

停
電

に
よ
り
常

用
電
源

に
よ
る
操

作
不

可
能
。
予
備

発
電
設

備
に
よ
る
操
作

可
能
。

④
制
御
装
置

水
位

計
流
失
。

⑤
そ
の
他
（
管
理
棟
等

）

⑤
そ

の
他
（

管
理

棟
等

）

光
ケ
ー
ブ
ル

の
切
断

に
よ
り
遠

隔
操

作
不
可

能
。

（
切

断
原
因

は
箇
所

が
多
く
詳

細
不
明

。
架

空
線
か

引
込
み
線
切
断
の
可
能
性
も

あ
り
）

津
波

に
よ
り
予

備
発
電

機
室
浸

水
、
破

損
の
た
め
遠

隔
操

作
不
可

能
。

照
明

、
C

C
TV

カ
メ
ラ
流

失
。

脇
堤

防
流
失
。

月
浜

第
二

水
門

の
被

害
状

況
・

喪
失

し
た

機
能

（
津

波
に

よ
る

も
の

）

①
水

門
等
の

躯
体

異
常

な
し
。

開
閉

装
置

：
バ

ラ
ン
ス
ゲ
ー
ト
閉

装
置

流
出
（
ウ
イ
ン
チ
・
操
作

盤
）
の

た
め
、
ゲ
ー
ト

開
閉

操
作

不
可

能

昇
降

階
段

基
礎

流
失
。

②
水

門
扉
、

戸
当

り
、

開
閉

装
置

②

開
閉

操
作

不
可

能
。

扉
体

管
理
橋
取
付
部
沈
下
状
況

③
バ
ラ
ン
ス
ゲ
ー
ト

予
備
発

電
機
室

脇
堤

防
流

失

連
結

ブ
ロ
ッ
ク
流

出
状

況

管
理

橋
痕

操
作

盤
痕

国
土

交
通

省
東

北
地

方
整

備
局

提
供
資

料
を
基

に
作
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堰
・
水
門
等
委
員
会

H
2
3
.
4
.
2
4

＜
位
置
図
＞

月
浜
防
潮
水
門

北
上

川
水

系
北

上
川

左
岸

－
０
．
４
ｋ

水
門

管
理

用
水

位
計
に
お
け
る
河

川
津

波
高
：
不
明

水
門

管
理

用
水

位
計
に
お
け
る
河

川
痕

跡
高
：
不
明

地
震

発
生

後
の

津
波
の

到
達
時

間
：4

0分
ゲ
ー
ト
操

作
状
況

：
全

閉
（
機

側
操

作
）

青
森

県

完
成

：
昭

和
40

年
全
長
：
5.
7m

(内
、
可

動
堰
4.
2m
)

ゲ
ー
ト
形
式
：
プ
レ
ー
ト
ガ
ー
ダ
構
造
ロ
ー
ラ
ゲ
ー
ト
1門

諸
元

北
上

川
設
置
目
的

岩
手
県

秋
田

県

青
森

県

宮
城
県

山
形

件

福
島

県

洪
水

＜
全
景
写
真
＞

＜
洪
水
操
作

＞

操
作

開
閉
機
の
種
類

1
M
2
D
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
ウ
イ
ン
チ
式

全
景
写
真

＜
洪
水
操
作

＞
○

洪
水
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
ゲ
ー
ト
全
開

○
本
川
か
ら
支
川
へ
の
逆
流
が
始
ま
る
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
、
ゲ
ー
ト
全
開

○
本
川
か
ら
支
川
へ
の
逆
流
が
始
ま
っ
た
と
き
は
、
ゲ
ー
ト
全
閉

○
前
号
に
よ
り
ゲ
ー
ト
を
全
閉
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
内
水
位
が
外
水
位
よ
り

高
く
な
っ
た
と
き
は

、
こ
れ

を
全
開

し
、
洪

水
警
戒

体
制
解

除
時
に
は
半

開
常
時

サ
ブ
ゲ
ー
ト

＜
平
常
時
＞

外
水
位
が
内
水
位
以
下
の
場
合
に
お
い
て
は
、
ゲ
ー
ト
半
開

＜
正

面
図

＞
＜

縦
断

面
図

＞

＜
平

面
図

＞

国
土

交
通

省
東

北
地

方
整

備
局

提
供
資

料
を
基

に
作

成
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月
浜

防
潮

水
門

の
被

害
状

況
・

喪
失

し
た

機
能

（
地

震
に

よ
る

も
の

）

堰
・
水
門
等
委
員
会

H
2
3
.
4
.
2
4

③
電
源
設
備

月
浜
防
潮
水
門

異
常

な
し
。

①
水

門
等
の

躯
体

②
水

門
扉
、

戸
当

り
、

開
閉

装
置

異
常

な
し
。

④
制
御
装
置

ア
ン
カ
ー
部

破
損

停
電

に
よ
り
常

用
電
源

に
よ
る
操

作
不

可
能
。

予
備

発
電

設
備

：
浸

水
に
よ
り
操
作

不
可
能

。
電

源
喪
失
。

④
制

御
装
置

異
常

な
し
。

③
電

源
設
備

停
電

に
よ
り
常

用
電
源

に
よ
る
操

作
不

可
能
。
予
備

発
電
設

備
に
よ
る
操
作

可
能
。

④
制
御
装
置

機
側

操
作

盤
落

下
、
配

線
損

傷
及
び
水

位
計

流
失
に
よ
り
ゲ
ー
ト
制

御
不
可

能
。

⑤
そ
の
他
（
管
理
棟
等

）

⑤
そ

の
他
（

管
理

棟
等

）

異
常

な
し
。

照
明

、
C

C
TV

カ
メ
ラ
流

失
。

異
常

な
し
。

月
浜

防
潮

水
門

の
被

害
状

況
・

喪
失

し
た

機
能

（
津

波
に

よ
る

も
の

）

①
水

門
等
の

躯
体

土
砂

、
瓦
礫

の
堆
積

地
盤
沈

下
の
た
め
、
開
閉

操
作
不

可
能
。

3月
26

日
に
仮
設

チ
ン
ブ
ロ

ク
を
設

置
し

手
動
に
よ
る
ゲ

ト
操
作
可
能

土
砂

、
瓦
礫

の
堆
積

。

②
水

門
扉
、

戸
当

り
、

開
閉

装
置

②

堆
積

し
た
土

砂
、
瓦

礫
を
除

去
し
水

路
を
確

保
し
た
状

況

3月
26

日
に
仮
設

チ
ェ
ー
ン
ブ
ロ
ッ
ク
を
設

置
し
、
手
動
に
よ
る
ゲ
ー
ト
操
作
可
能

。

管
理
橋
取
付
部
沈
下
状
況

③

連
結

ブ
ロ
ッ
ク
流

出
状

況
管

理
橋

痕
操

作
盤
痕

土
砂
、
瓦
礫
の
堆
積
状
況

水
路
確
保
後
に
木
材
等
の

瓦
礫
が
水
門
部
分
に
再
漂
流

国
土

交
通

省
東

北
地

方
整

備
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提
供
資

料
を
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堰
・
水
門
等
委
員
会

H
2
3
.
4
.
2
4

＜
位
置
図
＞

青
森

県真
野
川
水
門

北
上

川
水

系
旧

北
上

川
左

岸
４
．
８
ｋ

水
門

管
理

用
水

位
計
に
お
け
る
河

川
津

波
高
：

3.
5ｍ

水
門

管
理

用
水

位
計
に
お
け
る
河

川
痕

跡
高
：

T.
P.

3.
28

1ｍ
地

震
発
生
後
の

津
波
の

到
達
時

間
：5

5分
ゲ
ー
ト
操

作
状
況

：
下

段
全
閉

（
遠

隔
操
作

）

諸
元

設
置
目
的

完
成

：
昭

和
56

年
3月

全
長
：
78
m
(内

、
可

動
堰
69
m
)

ゲ
ー
ト
形
式
：
2段

式
シ
ェ
ル
構
造
ロ
ー
ラ
ゲ
ー
ト
3門

岩
手

県
秋

田
県 宮
城

県
山

形
件

福
島

県
旧 北

諸
元

洪
水

＜
全
景
写
真
＞

＜
洪
水
操
作
＞

○
水
門
下
流
水
位
が
K
.
P
.
2
.
0
m
(
T
.
P
.
2
.
8
7
m
)
超

逆
流

す
る

恐
れ

が
あ

る
場

合
は

ゲ
全

閉

北 上 川

操
作

洪
水

開
閉
機
の
種
類

2
M
2
D
電
動
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
ウ
イ
ン
チ
式

＜
平

面
図

＞

逆
流

す
る

恐
れ

が
あ

る
場

合
は

ゲ
ー

ト
全

閉

○
水
門
上
流
水
位
が
K
.
P
.
2
.
0
m
(
T
.
P
.
2
.
8
7
m
)
超

逆
流
す
る
恐
れ
が

無
い
場

合
は

ゲ
ー

ト
全

開

＜
平
常
時
＞

○
灌
漑
期
(
4
/
1
～
9
/
1
0
)
:
サ
イ
ド
ゲ
ー
ト
操
作
で
K.
P
.
1
.
5
～
2
.
0
m
(
T
.
P
.
2
.
3
7
m
)

を
保
持

を
保
持

○
非
か
ん
が
い
期

（
上

記
以

外
）

：
全

ゲ
ー

ト
全

開

＜
縦

断
面

図
＞

注
）

K
.P
.：
北
上
川
基
準
面
(T
.P
.-
0
.8
7
4
5
m
)

＜
正

面
図

＞

＜
ゲ

ー
ト

設
備

一
般

図
＞

メ
イ

ン
ゲ

ー
ト

サ
イ

ド
ゲ

ー
ト

国
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真
野
川
水
門
の
被
害
状
況
・
喪
失
し
た
機
能
（
地
震
に
よ
る
も
の
）

堰
・
水
門
等
委
員
会

H
2
3
.
4
.
2
4

①
水

門
等
の

躯
体

②
水
門
扉
、
戸
当
り
、

開
閉

装
置

真
野
川
水
門

異
常

な
し
。

①
水

門
等
の

躯
体

②
水

門
扉
、

戸
当

り
、

開
閉

装
置

③
電
源
設
備

１
号

上
段
ゲ
ー
ト
開
閉
操
作
不
可
能
。
戸
当
り
を
調
整
し
、
仮
復
旧
。

停
電

に
よ
り
常

用
電
源

に
よ
る
操

作
不

可
能
。
予
備

発
電
設

備
に
よ
る
操
作

可
能
。

1号
上
段
ゲ
ー
ト
戸
当
り
破
損
（
レ
ー
ル
曲
が
り
及
び
ア
ン
カ
ー
部
破
損
）
に
よ
り

ゲ
操
作

能
（
常

用
電
源

3月
19

日
復

旧
）

予
備
発
電
設
備
状
況

（
損
傷
な
し
）

ゲ
ー
ト
開

閉
操
作

不
可
能

。

④
制
御
装
置

異
常

な
し
。

予
備
発
電
設
備
状
況

（
損
傷
な
し
）

戸
当
り
レ
ー
ル
曲
が

り

⑤
そ
の
他
（
管
理
棟
等

）

翼
壁

取
付

け
護

岸
の

沈
下
、
止
水

板
の
破

断
。

管
理

橋
取
付
部
の
沈
下

。
連

接
ブ
ロ
ッ
ク
の

流
出
。

ア
ン
カ
ー
部

破
損

④
制

御
装
置

③
電

源
設
備

停
電

に
よ
り
常

用
電
源

に
よ
る
操

作
不

可
能
。
予
備

発
電
設

備
に
よ
る
操
作

可
能
。

異
常

な
し
。

①

②

③

①
②

⑤
そ

の
他
（

管
理

棟
等

）

異
常

な
し
。 扉

体

翼
壁
の
護
岸
の
沈
下
状
況

管
理
橋
取
付
部
沈
下
状
況

③

③

真
野
川
水
門
の
被
害
状
況
・
喪
失
し
た
機
能
（
津
波
に
よ
る
も
の
）

①
水

門
等
の

躯
体

異
常

な
し
。

連
結

ブ
ロ
ッ
ク
流

出
状

況

国
土

交
通

省
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北
地

方
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堰
・
水
門
等
委
員
会

H
2
3
.
4
.
2
4

＜
位
置
図
＞

諸
元

野
蒜

水
門

鳴
瀬

川
水

系
鳴

瀬
川

右
岸

０
．
５
ｋ

の
び
る

水
門

管
理

用
水

位
計
に
お
け
る
河

川
津

波
高
：
不
明

水
門

管
理

用
水

位
計
に
お
け
る
河

川
痕

跡
高
：
T.

P.
7.

5m
地

震
発

生
後
の

津
波
の

到
達
時

間
：6

4分
ゲ
ー
ト
操

作
状
況

：
全

閉
（
遠

隔
操

作
）

完
成

：
平

成
1
6
年
3
月

純
径

間
×

有
効

高
：

1
7
.5
m
×

7
.5
0
m

開
閉
方
式
：
油
圧
シ
リ
ン
ダ
ゲ
ー
ト
形
式
：
鋼
製
マ
イ
タ
ー
ゲ
ー
ト
1
門

諸
元

岩
手

県
秋

田
県

青
森

県

宮
城

県
山

形
件

福
島

県
鳴

設
置
目
的

操
作

福
島

県
鳴 瀬 川

洪
水
、
高
潮

開
閉
機
の
種
類

油
圧

シ
リ
ン
ダ
開

閉
法

式

＜
洪
水
操
作
＞

○
水
門
下
流
水
位
が
S
.
P
.
1
.
2
5
m
(
T
.
P
.
1
.
3
4
m
)
に
達
し
上
昇
す
る
場
合

は
全
閉

○
水
門
を
全

閉
し

て
い

る
時

に
内

水
が

高
い

場
合

は
全

開

＜
平
常
時
＞

操
作

＜
正

面
図

＞

＜
全
景
写
真
＞

○
水
門
下
流
水
位
が
S
.
P
.
1
.
2
5
m
(
T
.
P
.
1
.
3
4
m
)
を
超
え
る
ま
で
は
全
開

注
）

S
.P
.：
鳴
瀬
川
基
準
面
(T
.P
.-
0
.0
8
7
3
m
)

＜
縦

断
面

図
＞

＜
平

面
図

＞

国
土

交
通

省
東

北
地
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野
蒜
水
門
の
被
害
状
況
・
喪
失
し
た
機
能
（
地
震
に
よ
る
も
の
）

堰
・
水
門
等
委
員
会

H
2
3
.
4
.
2
4

③
電
源
設
備

予
備

発
電
設
備
が
津
波

に
よ
り
浸

水
し

電
源
喪

失

野
蒜
水
門

異
常

な
し
。

①
水

門
等
の

躯
体

②
水

門
扉
、

戸
当

り
、

開
閉

装
置

異
常

な
し
。

予
備

発
電
設
備
が
津
波

に
よ
り
浸

水
し
、
電

源
喪

失
。

点
検

整
備

に
よ
り
５
月

１
日

に
仮

復
旧

し
た
が

、
塩
水
を
被

っ
て
い
る
た
め
オ
ー

バ
ー
ホ
ー
ル
が
必
要
。

④
制

御
装
置

異
常

な
し
。

③
電

源
設
備

停
電

に
よ
り
常

用
電
源

に
よ
る
操

作
不

可
能
。
予
備

発
電
設

備
に
よ
る
操
作

可
能
。

被
災
後

被
災
後

の
予
備
電
源
装
置

⑤
そ

の
他
（

管
理

棟
等

）

異
常

な
し
。

④
制
御
装
置

油
圧

シ
リ
ン
ダ
等

が
浸
水

。

操
作

室
内
部
は
冠
水
し
た
が

操
作

盤
等
に
影

響
な
し

異
常

な
し
。

被
災
後

の
予
備
電
源
装
置

野
蒜
水
門
の
被
害
状
況
・
喪
失
し
た
機
能
（
津
波
に
よ
る
も
の
）

①
水

門
等
の

躯
体

操
作

室
内
部
は
冠
水
し
た
が

、
操
作

盤
等
に
影

響
な
し
。

異
常

な
し
。

異
常

は
な
い

が
、

瓦
礫

の
堆

積
に

よ
り

水
門

扉
の
開
閉
不
可
能
。

ウ
イ

ン
チ
に

よ
る

手
動

操
作

を
予

定
。

②
水

門
扉
、

戸
当

り
、

開
閉

装
置

被
災

後
の

操
作
室

被
災
後
の
電
源
盤

⑤
そ
の
他
（
管
理
棟
等

）

管
理

室
が
浸
水
。

扉
体

手
元
操
作
盤

被
災

前
被
災
後

被
災

後
（
東

名
運

河
側

）

被
災

前
被
災
後

国
土

交
通

省
東

北
地

方
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堰
・
水
門
等
委
員
会

H
2
3
.
4
.
2
4

＜
位
置
図
＞

ゆ
り
あ
げ

閖
上

水
門

名
取

川
水

系
名

取
川

右
岸

０
．
０
ｋ

水
門

管
理

用
水

位
計
に
お
け
る
河

川
津

波
高
：
不

明
水

門
管

理
用
水

位
計
に
お
け
る
河

川
痕

跡
高
：
不

明
地

震
発
生

後
の

津
波
の

到
達
時

間
：7

0分
ゲ
ー
ト
操

作
状
況

：全
開

完
成

：
昭

和
37

年
12

月

管
体

：
高
4.
4m

×
幅
5.
0m

×
長
10
m
(鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
１
連
)

ゲ
ー
ト
形
式
：
プ
レ
ー
ト
ガ
ー
ダ
構
造
ロ
ー
ラ
ゲ
ー
ト
1門

門
扉
：
高
4
8m

×
幅
5
49
m

諸
元

＜
平

面
図

＞

青
森

県

秋 田 県

岩 手 県

閖
上

水
門

右
岸

0
k
m

1400

1100

2500

門
扉
：
高
4.
8m

×
幅
5.
49
m

（
鋼

製
ﾛ
ｰ
ﾗ
ｰ
ｹ
ﾞｰ
ﾄ）

（
電

動
ﾜ
ｲ
ﾔ
ｰ
ﾛ
ｰ
ﾌ
ﾟｳ
ｲ
ﾝ
ﾁ
式

）

基
礎

構
造

本
体
部
：
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ杭
6m

φ2
50

水
叩
部
：
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ杭
4m

φ1
50

山 形 県

宮
城

県

福
島

県

新
潟

県

栃
木

県

群
馬

県

名
取

川
流
域

1100

1400

5000 2500

7800

10000

群
馬
県

茨
城

県

操
作

設
置
目
的

洪
水

開
閉
機
の
種
類

1
M
2
D
電
動
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
ウ
イ
ン
チ
式

50
0

29
00

25
00

70
00

10
00

0

24
00

0

70
00

＜
縦

断
面

図
＞

太 平 洋

広 浦

操
作

＜
洪

水
操
作

＞

○
名
取
橋
（
名
取
川
）
に
お
い
て
、
水
位
が
T
.
P
.
5
.
5
m
を

超
え

、
更
に

上
昇

す
る

と
見

込
ま

れ
る

場
合

で
、

名
取

川
本

川
か

ら
逆

流
し

た
場

合
に

全
閉

＜
門

柱
正

面
図

＞

名
取
川

65
0

55
0

17
00

58
00

5500
29

00

500

14
00

50
00

14
00

11
00

11
00

＜
全
景
写
真
＞

H.
W.

L 
2.

93
2　

　
　

敷
高

▽
-1
.3

64

（
呑

 口
）

44001200

4250750

5000

（
吐
 口

）

25
00

50
00

25
00

H.
W.
L 
2.

93
2　

5500 5000

敷
高

▽
-1
.3
64

24
00
0

70
00

10
00
0

70
00

国
土

交
通

省
東

北
地

方
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備
局

提
供
資

料
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閖
上
水
門
の
被
害
状
況
・
喪
失
し
た
機
能
（
地
震
に
よ
る
も
の
）

堰
・
水
門
等
委
員
会

H
2
3
.
4
.
2
4

③
電
源
設
備

予
備

発
電
設
備
を
備
え
た
発

電
機

室
が

流
失
し

電
源
喪

失

閖
上
水
門

異
常

な
し
。

①
水

門
等
の

躯
体

②
水

門
扉
、

戸
当

り
、

開
閉

装
置

異
常

な
し
。

予
備

発
電
設
備
を
備
え
た
発

電
機

室
が

流
失
し
、
電

源
喪

失
。

（
仮

設
発
電

発
動
機

設
置

４
月

１
４
日

）

④
制

御
装
置

異
常

な
し
。

③
電

源
設
備

停
電

に
よ
り
常

用
電
源

に
よ
る
操

作
不

可
能
。
予
備

発
電
設

備
に
よ
る
操
作

可
能
。

被
災

前
被
災
後

⑤
そ

の
他
（

管
理

棟
等

）

異
常

な
し
。

遠
隔

操
作

盤
倒

壊
。

３
号

ゲ
ー
ト

発
電
機
室
流
失
状
況

閖
上
水
門
の
被
害
状
況
・
喪
失
し
た
機
能
（
津
波
に
よ
る
も
の
）

①
水

門
等
の

躯
体

④
制
御
装
置

堤
防

天
端
の
手
元
操
作

盤
が
浸

水
し
、
ゲ
ー
ト
開

閉
操
作

不
可
能

。
機

側
操

作
盤
は

浸
水
せ

ず
、
発

電
発

動
機
を
用

い
た
機

側
操
作

可
能
。

３
号

ゲ
ー
ト

異
常

な
し
。

発
電
機
室
流
失
状
況

異
常

な
し
。

②
水

門
扉
、

戸
当

り
、

開
閉

装
置

⑤
そ
の
他
（
管
理
棟
等

）

Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
カ
メ
ラ
損

傷
。

扉
体

戸
当
り

開
閉

装
置

手
元
操
作
盤

国
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堰
・
水
門
等
委
員
会

H
2
3
.
4
.
2
4

＜
位
置
図
＞

施
設

周
辺

で
観

測
さ
れ

た
河

川
痕

跡
高
：
不
明

津
波

高
：不

明
ゲ
ー
ト
操

作
状
況

：
全

閉
（
機

側
操

作
）

青
森

県

新
浜
水
門

阿
武
隈
川
水
系
阿
武
隈
川
下
流
左
岸
０
．
４
ｋ

し
ん
は

ま
水

門
管

理
用
水

位
計
に
お
け
る
河

川
津

波
高
：
不
明

水
門

管
理

用
水

位
計
に
お
け
る
河

川
痕

跡
高
：
不
明

地
震

発
生

後
の

津
波
の

到
達
時

間
：7

0分
ゲ
ー
ト
操

作
状
況

：
全

開
（
操

作
不

能
）

完
成

：
昭

和
42

年
全
長
：
21
.0
m
(内

、
可

動
堰
15
m
)

ゲ
ー
ト
形
式
：
プ
レ
ー
ト
ガ
ー
ダ
構
造
ロ
ー
ラ
ゲ
ー
ト
２
門

諸
元

設
置
目
的

岩
手
県

秋
田

県

青
森

県

宮
城
県

山
形

件

福
島

県

洪
水

＜
全
景
写
真
＞

＜
洪
水
操
作

＞

操
作

阿
武

隈
川

開
閉
機
の
種
類

1
M
2
D
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
ウ
イ
ン
チ
式

全
景
写
真

＜
洪
水
操
作

＞
○

洪
水
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
ゲ
ー
ト
全
開

○
本
川
か
ら
支
川
へ
の
逆
流
が
始
ま
る
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
、
ゲ
ー
ト
全
開

○
本
川
か
ら
支
川
へ
の
逆
流
が
始
ま
っ
た
と
き
は
、
ゲ
ー
ト
全
閉

○
前
号
に
よ
り
ゲ
ー
ト
を
全
閉
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
内
水
位
が
外
水
位
よ
り

高
く
な
っ
た
と
き
は

、
こ
れ

を
全
開

に
す
る

常
時

サ
ブ
ゲ
ー
ト

＜
平
常
時
＞

外
水
位
が
内
水
位
以
下
の
場
合
に
お
い
て
は
、
ゲ
ー
ト
全
開

＜
縦

断
面

図
＞

＜
正

面
図

＞

＜
縦

断
面

図
＞
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新
浜
水
門
の
被
害
状
況
・
喪
失
し
た
機
能
（
地
震
に
よ
る
も
の
）

堰
・
水
門
等
委
員
会

H
2
3
.
4
.
2
4

③
電
源
設
備

新
浜
水
門

異
常

な
し
。

①
水

門
等
の

躯
体

②
水

門
扉
、

戸
当

り
、

開
閉

装
置

異
常

な
し
。

④
制
御
装
置

ア
ン
カ
ー
部

破
損

停
電

に
よ
り
常

用
電
源

に
よ
る
操

作
不

可
能
。

予
備

発
電

設
備

：
浸

水
に
よ
り
操
作

不
可
能

。
電

源
喪
失
。

4月
14

日
に
仮

設
発

電
機

を
設

置
し
、
操
作

可
能
。

④
制

御
装
置

異
常

な
し
。

③
電

源
設
備

停
電

に
よ
り
常

用
電
源

に
よ
る
操

作
不

可
能
。
予
備

発
電
設

備
に
よ
る
操
作

可
能
。

④
制
御
装
置

機
械

操
作

室
（
堤
防

天
端
上

の
機
械

室
）
の

浸
水

に
よ
る
損

傷
、
操

作
不

可
能

（
停

電
、
予

備
発

電
設
備

損
壊
、
操

作
盤

損
壊
）
。

水
位

計
流
失
し
、
水
位
測

定
不
可

能
。

光
ケ
ー
ブ
ル

損
傷
。

⑤
他
（

管
棟

等
）

⑤
そ
の
他
（
管
理
棟
等

）

C
C

TV
カ
メ
ラ
損

傷
。

付
属

施
設
損
傷
（転

落
防
止

柵
階

段
量

水
標

看
板

）

光
ケ
ー
ブ
ル

損
傷

状
況

機
械

室
（
予

備
発

電
機

、
操

作
盤

）
損
傷
状
況

⑤
そ

の
他
（

管
理

棟
等

）

新
浜

水
門
の

被
害
状
況

喪
失
し

た
機
能
（
津
波

に
よ
る
も
の
）

付
属

施
設
損
傷
（転

落
防
止

柵
、
階

段
、
量

水
標

、
看

板
）。

遠
隔

操
作

盤
倒

壊
し
遠

隔
操

作
不
可

能
。

②

新
浜

水
門
の

被
害
状
況
・

喪
失
し

た
機
能
（
津
波

に
よ
る
も
の
）

①
水

門
等
の

躯
体

異
常

な
し
。

管
理
橋
取
付
部
沈
下
状
況

③

転
落
防
止
柵
損
傷
、
塵
芥
堆
積

状
況

異
常

な
し
。

②
水

門
扉
、

戸
当

り
、

開
閉

装
置

連
結

ブ
ロ
ッ
ク
流

出
状

況
管

理
橋

痕
土
砂
、
瓦
礫
の
堆
積
状
況

堤
内
側
状
況
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資
料

９
東

北
地

方
太

平
洋

側
の
堰

・
水

門
の
地

震
・
河

川
津

波
に
よ
る
被

害
状

況
一

覧
表

36



【
東

北
】

設
計

を
検

討
す

る
た

め
の

参
考

資
料

①
　

河
川

下
流

部
の

堰
・
水

門
の

被
害

状
況

（
地

震
発

生
前

～
地

震
発

生
後

）

堰
・
水

門
等

の
躯

体
（
堰

柱
等

）
躯

体
：
１

．
正

常
異

常
な

し
－

－

水
門

扉
戸

当
り

・
開

閉
装

置

扉
体

：
１

．
全

開
（
１

～
４

号
）

戸
当

り
：
正

常
開

閉
装

置
：
１

．
電

動
　

４
．

予
備

動
力

扉
体

：
異

常
な

し
戸

当
り

：
異

常
な

し
開

閉
装

置
：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

－
－

電
源

設
備

電
源

：
１

．
商

用
電

源
（
常

用
）

　
　

　
　

２
．

自
家

発
（
約

Ｔ
．

Ｐ
．

２
．

５
ｍ

に
設

置
　

堤
防

背
後

地
）

常
用

電
源

：
停

電
予

備
発

電
設

備
：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

常
用

電
源

に
よ

る
操

作
（
二

重
化

機
能

な
し

）
予

備
発

電
設

備
に

よ
る

操
作

制
御

装
置

（
開

度
計

、
機

側
操

作
盤

、
水

位
計

等
）

開
　

度
　

計
：
メ

ッ
セ

ン
ジ

ャ
ー

ワ
イ

ヤ
式

（
二

重
化

な
し

）
水

　
位

　
計

：
水

晶
式

操
　

　
　

 作
 ：

１
．

機
側

操
作

　
２

．
遠

隔
操

作
1
号

、
2
号

、
4
号

の
メ

ッ
セ

ン
ジ

ャ
ー

ワ
イ

ヤ
が

外
れ

た
ゲ

ー
ト

開
度

の
確

認
－

そ
の

他
（
管

理
所

等
）

管
理

所
：
正

常
自

家
発

電
設

備
用

の
建

屋
：
正

常
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

－
－

堰
・
水

門
等

の
躯

体
（
堰

柱
等

）
躯

体
：
１

．
正

常
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

－
－

水
門

扉
戸

当
り

・
開

閉
装

置

扉
　

　
　

体
：
２

．
全

閉
（
ゲ

ー
ト

1
0
門

）
　

　
　

　
　

　
　

１
．

全
開

（
フ

ラ
ッ

プ
ゲ

ー
ト

3
門

）
戸

当
り

：
正

常
開

閉
装

置
：
１

．
電

動
　

２
．

手
動

扉
体

：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

戸
当

り
：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

開
閉

装
置

：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

－
－

電
源

設
備

電
源

：
１

．
商

用
電

源
（
常

用
）

　
　

　
　

２
．

自
家

発
（
堤

内
の

管
理

所
内

設
置

）
常

用
電

源
：
停

電
予

備
発

電
設

備
：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

常
用

電
源

に
よ

る
操

作
（
二

重
化

機
能

な
し

）
予

備
発

電
設

備
に

よ
る

操
作

制
御

装
置

（
開

度
計

、
機

側
操

作
盤

、
水

位
計

等
）

開
　

度
　

計
：
軸

直
結

式
水

　
位

　
計

：
水

晶
式

操
　

　
　

 作
 ：

１
．

機
側

操
作

　
２

．
遠

隔
操

作
　

３
．

自
動

操
作

点
検

に
よ

り
異

常
な

し
－

－

そ
の

他
（
管

理
所

等
）

管
理

所
：
正

常
自

家
発

電
設

備
用

の
建

屋
：
正

常
機

側
操

作
室

天
井

剥
離

－
－

堰
・
水

門
等

の
躯

体
（
堰

柱
等

）
躯

体
：
１

．
正

常
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

－
－

水
門

扉
戸

当
り

・
開

閉
装

置

扉
　

　
　

体
：
２

．
全

閉
（
ゲ

ー
ト

6
門

）
　

　
　

　
　

　
　

３
．

自
動

制
御

で
半

開
（
フ

ラ
ッ

プ
ゲ

ー
ト

）
戸

当
り

：
正

常
開

閉
装

置
：
１

．
電

動

扉
体

：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

戸
当

り
：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

開
閉

装
置

：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

－
－

電
源

設
備

電
源

：
１

．
商

用
電

源
（
常

用
）

　
　

　
　

２
．

自
家

発
（
Ｔ

．
Ｐ

．
約

1
3
ｍ

に
設

置
）

常
用

電
源

：
停

電
予

備
発

電
設

備
：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

常
用

電
源

に
よ

る
操

作
（
二

重
化

機
能

な
し

）
予

備
発

電
設

備
に

よ
る

操
作

制
御

装
置

（
開

度
計

、
機

側
操

作
盤

、
水

位
計

等
）

開
　

度
　

計
：
メ

ッ
セ

ン
ジ

ャ
ー

ワ
イ

ヤ
式

水
　

位
　

計
：
水

晶
式

操
　

　
　

 作
 ：

１
．

機
側

操
作

　
２

．
遠

隔
操

作
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

－
－

そ
の

他
（
管

理
所

等
）

管
理

所
：
正

常
自

家
発

電
設

備
用

の
建

屋
：
正

常
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

－
－

堰
・
水

門
等

の
躯

体
（
堰

柱
等

）
躯

体
：
１

．
正

常
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

－
－

水
門

扉
戸

当
り

・
開

閉
装

置

扉
　

　
　

体
：
２

．
ゲ

ー
ト

3
門

（
倒

伏
）

戸
当

り
：
正

常
開

閉
装

置
：
１

．
電

動

扉
体

：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

開
閉

装
置

：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

－
－

電
源

設
備

電
源

：
１

．
商

用
電

源
（
常

用
）

　
　

　
　

２
．

自
家

発
（
Ｔ

．
Ｐ

．
約

９
ｍ

に
設

置
）

常
用

電
源

：
停

電
予

備
発

電
設

備
：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

常
用

電
源

に
よ

る
操

作
（
二

重
化

機
能

な
し

）
予

備
発

電
設

備
に

よ
る

操
作

制
御

装
置

（
開

度
計

、
機

側
操

作
盤

、
水

位
計

等
）

開
　

度
　

計
：
圧

力
式

水
　

位
　

計
：
水

晶
式

操
　

　
　

 作
 ：

１
．

機
側

操
作

（
管

理
所

か
ら

遠
方

操
作

）
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

－
－

そ
の

他
（
管

理
所

等
）

管
理

所
：
正

常
自

家
発

電
設

備
用

の
建

屋
：
正

常
管

理
棟

出
入

り
口

損
傷

出
入

り
で

き
ず

ゲ
ー

ト
操

作
不

能
但

し
操

作
期

間
で

な
か

っ
た

た
め

支
障

な
し

。
－

堰
・
水

門
等

の
躯

体
（
堰

柱
等

）
躯

体
：
１

．
正

常
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

－
－

水
門

扉
戸

当
り

・
開

閉
装

置

扉
　

　
　

体
：
２

．
ゲ

ー
ト

2
門

（
倒

伏
）

戸
当

り
：
正

常
開

閉
装

置
：
１

．
電

動

扉
体

：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

開
閉

装
置

：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

－
－

電
源

設
備

電
源

：
１

．
商

用
電

源
（
常

用
）

　
　

　
　

２
．

自
家

発
：
無

し
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

－
－

制
御

装
置

（
開

度
計

、
機

側
操

作
盤

、
水

位
計

等
）

開
　

度
　

計
：
回

転
読

取
式

水
　

位
　

計
：
水

晶
式

操
　

　
　

 作
 ：

１
．

機
側

操
作

点
検

に
よ

り
異

常
な

し
－

－

そ
の

他
（
管

理
所

等
）

管
理

所
：
正

常
自

家
発

電
設

備
用

の
建

屋
：
な

し
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

－
－

地
震

で
喪

失
し

た
機

能
地

震
後

に
残

っ
た

機
能

km 本
川

左
支

川
右

支
川

ゲ
ー

ト
規

格

幅
、

高
、

門
数

L
1

L
2

ゲ
ー

ト
開

閉
状

況
：

全
閉

、
全

開
、

半
開

（
中

間
開

度
）
、

不
明

制
水

ゲ
ー

ト
、

調
整

ゲ
ー

ト
、

フ
ラ

ッ
プ

ゲ
ー

ト
等

ゲ
ー

ト
別

に
記

述
※

フ
ラ

ッ
プ

ゲ
ー

ト
等

に
つ

い
て

も
開

閉
状

態
を

記
述

す
る

電
源

設
備

：
常

用
（
商

用
）
、

予
備

発
動

機
、

そ
の

他
別

に
記

述
設

置
位

置
（
場

所
、

設
置

高
）
を

記
述

被
害

が
発

生
し

た
部

位
及

び
被

害
状

況
等

（
発

災
時

に
は

点
検

出
来

ず
、

災
害

状
況

が
わ

か
ら

な
か

っ
た

設
備

に
つ

い
て

も
、

現
時

点
で

わ
か

っ
て

い
る

こ
と

を
記

述
）

設
置

位
置

設
置

目
的

洪
水

・
高

潮
、

そ
の

他
（
●

●
）

4
.8 本

S
6
3

河
床

安
定

、
取

水
位

確
保

、
塩

水
遡

上
防

止

空
気

ｺ
ﾝ
ﾌ
ﾟ

ﾚ
ｯ
ｻ

ｰ
式

Ｓ
５

５

河
道

維
持

・
塩

害
防

除
・
各

種
取

水
の

安
定

両
側

ワ
イ

ヤ
ー

ロ
ー

プ
引

き
上

げ
式

3
5
×

3
.3

7
4
門

2
阿

武
隈

川
水

系
阿

武
隈

川

5
0
×

4
.5

3
門

3
8
×

2
.9

3
門

S
4
7

ロ
ー

ラ
ー

ゲ
ー

ト

4
3
.0

×
3
.8

1
0
門

Ｓ
５

３
1
7
.2

本

6
弱

（
東

松
島

市
小

野
）

耐
震

照
査

未
実

施
耐

震
照

査
実

施
済

2
M

2
D

電
動

ﾜ
ｲ
ﾔ

ﾛ
ｰ

ﾌ
ﾟ

ｳ
ｨﾝ

ﾁ
式

2
.6 本

河
床

安
定

、
多

目
的

取
水

、
塩

水
遡

上
防

止
、

旧
北

上
川

へ
の

分
派

量
確

保

ロ
ー

ラ
ー

ゲ
ー

ト
フ

ラ
ッ

プ
ゲ

ー
ト

ゴ
ム

引
布

製
起

伏
堰

幅
4
9
.3

　
ｍ

×
高

3
.2

m
×

2
門

幅
4
6
.3

ｍ
×

高
2
.3

m
×

1
門

施
設

の
耐

震
設

計
施

設
位

置
周

辺
の

震
度

(H
2
3
.3

.1
1

1
4
時

4
6
分

頃
の

地
震

に
よ

る
）

地
震

発
生

前

6
弱

（
東

松
島

市
小

野
）

塩
水

遡
上

防
止

鋼
製

起
伏

堰

幅
2
9
.1

ｍ
×

高
2
.2

m
×

2
門

阿
武

隈
大

堰

1
0
.2

+
4
5

本

ゲ
ー

ト
の

構
造

2
M

2
D

電
動

ﾜ
ｲ
ﾔ

ﾛ
ｰ

ﾌ
ﾟ

ｳ
ｨﾝ

ﾁ
式

番
号

水
系

名
河

川
名

施
設

名
完

成
年

度

1
馬

淵
川

水
系

馬
淵

川

若
針

塩
止

堰

5
弱

地
震

発
生

時

開
閉

機
の

種
類

Ｓ
５

８
多

目
的

取
水

設
備

馬
淵

大
堰

耐
震

照
査

実
施

済

地
震

に
よ

る
ゲ

ー
ト

等
の

被
害

状
況

及
び

機
能

の
喪

失
状

況

耐
震

照
査

中

3
北

上
川

水
系

北
上

川
北

上
大

堰

54
鳴

瀬
川

水
系

鳴
瀬

川
鳴

瀬
堰

鳴
瀬

川
水

系
吉

田
川

5
.6 本

2
M

2
D

電
動

ﾜ
ｲ
ﾔ

ﾛ
ｰ

ﾌ
ﾟ

ｳ
ｨﾝ

ﾁ
式

5
.4

（
堰

地
点

）

耐
震

照
査

未
実

施

耐
震

照
査

実
施

済
耐

震
照

査
実

施
済

6
弱

耐
震

照
査

実
施

済
耐

震
照

査
未

実
施

耐
震

照
査

実
施

済

両
端

油
圧

ｼ
ﾘ
ﾝ
ﾀ
ﾞﾄ

ﾙ
ｸ

ｱ
ｰ

ﾑ
式

37



【
東

北
】

設
計

を
検

討
す

る
た

め
の

参
考

資
料

①
　

河
川

下
流

部
の

堰
・
水

門
の

被
害

状
況

（
地

震
発

生
前

～
地

震
発

生
後

）

地
震

で
喪

失
し

た
機

能
地

震
後

に
残

っ
た

機
能

km 本
川

左
支

川
右

支
川

ゲ
ー

ト
規

格

幅
、

高
、

門
数

L
1

L
2

ゲ
ー

ト
開

閉
状

況
：

全
閉

、
全

開
、

半
開

（
中

間
開

度
）
、

不
明

制
水

ゲ
ー

ト
、

調
整

ゲ
ー

ト
、

フ
ラ

ッ
プ

ゲ
ー

ト
等

ゲ
ー

ト
別

に
記

述
※

フ
ラ

ッ
プ

ゲ
ー

ト
等

に
つ

い
て

も
開

閉
状

態
を

記
述

す
る

電
源

設
備

：
常

用
（
商

用
）
、

予
備

発
動

機
、

そ
の

他
別

に
記

述
設

置
位

置
（
場

所
、

設
置

高
）
を

記
述

被
害

が
発

生
し

た
部

位
及

び
被

害
状

況
等

（
発

災
時

に
は

点
検

出
来

ず
、

災
害

状
況

が
わ

か
ら

な
か

っ
た

設
備

に
つ

い
て

も
、

現
時

点
で

わ
か

っ
て

い
る

こ
と

を
記

述
）

設
置

位
置

設
置

目
的

洪
水

・
高

潮
、

そ
の

他
（
●

●
）

施
設

の
耐

震
設

計
施

設
位

置
周

辺
の

震
度

(H
2
3
.3

.1
1

1
4
時

4
6
分

頃
の

地
震

に
よ

る
）

地
震

発
生

前
ゲ

ー
ト

の
構

造

番
号

水
系

名
河

川
名

施
設

名
完

成
年

度

地
震

発
生

時

開
閉

機
の

種
類

設
備

地
震

に
よ

る
ゲ

ー
ト

等
の

被
害

状
況

及
び

機
能

の
喪

失
状

況

堰
・
水

門
等

の
躯

体
（
堰

柱
等

）
躯

体
：
１

．
正

常
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

－
－

水
門

扉
戸

当
り

・
開

閉
装

置

扉
　

　
　

体
：
１

．
全

開
（
中

央
ﾛ
ｰ

ﾗ
ｹ

ﾞｰ
ﾄ1

門
）

　
　

　
　

　
　

　
２

．
全

閉
（
ｻ

ｲ
ﾄﾞ

ﾛ
ｰ

ﾗ
ｹ

ﾞｰ
ﾄ2

門
）

　
　

　
　

　
　

　
２

．
全

閉
（
起

伏
）
（
起

伏
ｹ

ﾞｰ
ﾄ）

戸
当

り
：
正

常
開

閉
装

置
：
１

．
電

動

扉
体

：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

戸
当

り
：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

開
閉

装
置

：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

－
－

電
源

設
備

電
源

：
１

．
商

用
電

源
（
常

用
）

　
　

　
　

２
．

自
家

発
（
Ｔ

．
Ｐ

．
約

6
.1

ｍ
に

設
置

）
常

用
電

源
：
停

電
予

備
発

電
設

備
：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

常
用

電
源

に
よ

る
操

作
（
二

重
化

機
能

な
し

）
予

備
発

電
設

備
に

よ
る

操
作

制
御

装
置

（
開

度
計

、
機

側
操

作
盤

、
水

位
計

等
）

開
　

度
　

計
：
シ

リ
ン

ダ
読

取
式

水
　

位
　

計
：
水

圧
式

操
　

　
　

 作
 ：

１
．

機
側

操
作

　
２

．
遠

隔
操

作
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

－
－

そ
の

他
（
管

理
所

等
）

管
理

所
：
な

し
自

家
発

電
設

備
用

の
建

屋
：
正

常
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

－
－

堰
・
水

門
等

の
躯

体
（
堰

柱
等

）
躯

体
：
１

．
正

常
異

常
な

し
と

思
わ

れ
る

が
不

明
－

－

水
門

扉
戸

当
り

・
開

閉
装

置

扉
　

体
：
２

．
全

閉
（
引

き
上

げ
ゲ

ー
ト

2
門

）
　

　
　

　
　

２
．

内
外

水
位

差
で

自
動

動
作

（
バ

ラ
ン

ス
ゲ

ー
ト

）
戸

当
り

：
正

常
開

閉
装

置
：
１

．
電

動

扉
体

：
異

常
な

し
と

思
わ

れ
る

が
不

明
戸

当
り

：
異

常
な

し
と

思
わ

れ
る

が
不

明
開

閉
装

置
：
異

常
な

し
と

思
わ

れ
る

が
不

明
－

－

電
源

設
備

電
源

：
１

．
商

用
電

源
（
常

用
）

　
　

　
　

２
．

自
家

発
（
Ｔ

．
Ｐ

．
約

３
ｍ

に
設

置
）

常
用

電
源

：
停

電
予

備
発

電
設

備
：
異

常
な

し
と

思
わ

れ
る

が
不

明
常

用
電

源
に

よ
る

操
作

（
二

重
化

機
能

な
し

）
予

備
発

電
設

備
に

よ
る

操
作

制
御

装
置

（
開

度
計

、
機

側
操

作
盤

、
水

位
計

等
）

開
　

度
　

計
：
回

転
読

取
式

水
　

位
　

計
：
な

し
操

　
　

　
 作

 ：
１

．
機

側
操

作
　

２
．

遠
隔

操
作

光
ケ

ー
ブ

ル
の

切
断

（
切

断
原

因
は

箇
所

が
多

く
詳

細
不

明
。

架
空

線
か

引
込

み
線

切
断

の
可

能
性

も
あ

り
）

遠
隔

操
作

・
監

視
機

能
－

そ
の

他
（
管

理
所

等
）

管
理

所
：
な

し
自

家
発

電
設

備
用

の
建

屋
：
正

常
異

常
な

し
と

思
わ

れ
る

が
不

明
－

－

堰
・
水

門
等

の
躯

体
（
堰

柱
等

）
躯

体
：
１

．
正

常
異

常
な

し
と

思
わ

れ
る

が
不

明
－

－

水
門

扉
戸

当
り

・
開

閉
装

置

扉
　

　
　

体
：
１

．
全

開
（
ゲ

ー
ト

1
門

）
戸

当
り

：
正

常
開

閉
装

置
：
１

．
電

動

扉
体

：
異

常
な

し
と

思
わ

れ
る

が
不

明
戸

当
り

：
異

常
な

し
と

思
わ

れ
る

が
不

明
開

閉
装

置
：
異

常
な

し
と

思
わ

れ
る

が
不

明
－

－

電
源

設
備

電
源

：
１

．
商

用
電

源
（
常

用
）

　
　

　
　

２
．

自
家

発
：
無

し
常

用
電

源
：
停

電
地

震
後

ゲ
ー

ト
を

全
開

か
ら

自
重

降
下

で
操

作
員

が
全

閉
操

作
し

た
模

様

制
御

装
置

（
開

度
計

、
機

側
操

作
盤

、
水

位
計

等
）

開
　

度
　

計
：
回

転
読

取
式

水
　

位
　

計
：
な

し
操

　
　

　
 作

 ：
１

．
機

側
操

作
　

２
．

遠
隔

操
作

異
常

な
し

と
思

わ
れ

る
が

不
明

－
－

そ
の

他
（
管

理
所

等
）

な
し

－
－

－

堰
・
水

門
等

の
躯

体
（
堰

柱
等

）
躯

体
：
１

．
正

常
異

常
な

し
と

思
わ

れ
る

が
不

明
－

－

水
門

扉
戸

当
り

・
開

閉
装

置

扉
体

：
２

．
自

動
で

閉
（
水

位
変

動
に

追
随

）
（
ゲ

ー
ト

2
門

）
戸

当
り

：
正

常
開

閉
装

置
：
無

動
力

扉
体

：
異

常
な

し
と

思
わ

れ
る

が
不

明
戸

当
り

：
異

常
な

し
と

思
わ

れ
る

が
不

明
開

閉
装

置
：
異

常
な

し
と

思
わ

れ
る

が
不

明
－

－

電
源

設
備

な
し

－
－

－

制
御

装
置

（
開

度
計

、
機

側
操

作
盤

、
水

位
計

等
）

水
　

位
　

計
：
な

し
－

－
－

そ
の

他
（
管

理
所

等
）

な
し

－
－

－

堰
・
水

門
等

の
躯

体
（
堰

柱
等

）
躯

体
：
１

．
正

常
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

－
－

水
門

扉
戸

当
り

・
開

閉
装

置

扉
　

　
　

体
：
１

．
全

開
（
ゲ

ー
ト

3
門

）
戸

当
り

：
正

常
開

閉
装

置
：
電

動

扉
体

：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

戸
当

り
：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

開
閉

装
置

：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

－
－

電
源

設
備

電
源

：
２

．
自

家
発

（
常

用
は

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

）
常

用
：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

（
常

用
は

発
電

機
の

み
）

－
－

制
御

装
置

（
開

度
計

、
機

側
操

作
盤

、
水

位
計

等
）

開
　

度
　

計
：
回

転
読

取
式

水
　

位
　

計
：
な

し
操

　
　

　
 作

 ：
１

．
機

側
操

作
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

－
－

そ
の

他
（
管

理
所

等
）

管
理

所
：
な

し
自

家
発

電
設

備
用

の
建

屋
：
正

常
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

－
－

洪
水

引
き

上
げ

式

B
  
2
.0

0
×

H
 4

.5
5

 1
門

-
0
.4

左
Ｓ

４
０

0
.8

+
1
0
0

右
S
3

8
.6 右

S
4

洪
水

・
塩

水
遡

上
防

止

フ
ラ

ッ
プ

ゲ
ー

ト

幅
4
.3

5
　

×
高

 5
.3

0
×

　
2
門

耐
震

照
査

実
施

済

洪
水

・
舟

運

洪
水

、
そ

の
他

（
塩

水
遡

上
防

止
）

引
き

上
げ

式 ＋
フ

ラ
ッ

プ
式

B
 2

0
.0

0
×

H
 4

.8
0
  
2

門
B

 2
0
.0

0
×

H
 5

.8
0
  
1

門
B

 2
0
.0

0
×

H
 3

.1
5
  
1

門

洪
水

B
 1

0
.0

0
×

H
 6

.9
0
  
1

門
B

  
5
.0

0
×

H
 6

.9
0
  
1

門
B

  
4
.5

5
×

H
 4

.2
5
  
1

門

引
き

上
げ

式 ＋
バ

ラ
ン

ス
式

6
北

上
川

水
系

北
上

川
月

浜
第

一
水

門

Ｓ
２

7
北

上
川

水
系

北
上

川
月

浜
第

二
水

門

0
.1 左2 本

Ｈ
１

７

9
北

上
川

水
系

北
上

川
釜

谷
水

門

8
北

上
川

水
系

北
上

川
月

浜
防

潮
水

門
耐

震
照

査
実

施
済

6
弱

（
石

巻
市

北
上

町
）

耐
震

照
査

実
施

済
耐

震
照

査
未

実
施

6
弱

（
石

巻
市

北
上

町
）

6
弱

（
石

巻
市

北
上

町
）

耐
震

照
査

未
実

施

耐
震

照
査

未
実

施

幅
 4

.1
0
×

高
 8

.4
0
 ×

1
門

幅
 4

.6
0
×

高
 4

.8
0
 ×

2
門

1
0

北
上

川
水

系
北

上
川

福
地

水
門

ロ
ー

ラ
ー

ゲ
ー

ト

6
弱

（
石

巻
市

北
上

町
）

耐
震

照
査

未
実

施
耐

震
照

査
実

施
済

1
M

2
D

電
動

ﾜ
ｲ
ﾔ

ﾛ
ｰ

ﾌ
ﾟ

ｳ
ｨﾝ

ﾁ
式

1
M

１
D

電
動

ﾜ
ｲ
ﾔ

ﾛ
ｰ

ﾌ
ﾟｳ

ｨﾝ
ﾁ
式

耐
震

照
査

実
施

済
耐

震
照

査
未

実
施

6
弱

（
石

巻
市

北
上

町
）

油
圧

ｼ
ﾘ
ﾝ
ﾀ
ﾞ

ﾜ
ｲ
ﾔ

ﾛ
ｰ

ﾌ
ﾟ

式

ﾜ
ｲ
ﾔ

ﾛ
ｰ

ﾌ
ﾟ

ｳ
ｨﾝ

ﾁ
付

自
動

転
倒

方
式

電
動

ﾜ
ｲ
ﾔ

ﾛ
ｰ

ﾌ
ﾟｳ

ｨﾝ
ﾁ

式

中
央

ｹ
ﾞｰ

ﾄ：
カ

ウ
ン

タ
ー

ウ
ェ

イ
ト

付
ワ

イ
ヤ

ロ
ー

プ
ウ

ィ
ン

チ
式
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設
計

を
検

討
す

る
た

め
の

参
考

資
料

①
　

河
川

下
流

部
の

堰
・
水

門
の

被
害

状
況

（
地

震
発

生
前

～
地

震
発

生
後

）

地
震

で
喪

失
し

た
機

能
地

震
後

に
残

っ
た

機
能

km 本
川

左
支

川
右

支
川

ゲ
ー

ト
規

格

幅
、

高
、

門
数

L
1

L
2

ゲ
ー

ト
開

閉
状

況
：

全
閉

、
全

開
、

半
開

（
中

間
開

度
）
、

不
明

制
水

ゲ
ー

ト
、

調
整

ゲ
ー

ト
、

フ
ラ

ッ
プ

ゲ
ー

ト
等

ゲ
ー

ト
別

に
記

述
※

フ
ラ

ッ
プ

ゲ
ー

ト
等

に
つ

い
て

も
開

閉
状

態
を

記
述

す
る

電
源

設
備

：
常

用
（
商

用
）
、

予
備

発
動

機
、

そ
の

他
別

に
記

述
設

置
位

置
（
場

所
、

設
置

高
）
を

記
述

被
害

が
発

生
し

た
部

位
及

び
被

害
状

況
等

（
発

災
時

に
は

点
検

出
来

ず
、

災
害

状
況

が
わ

か
ら

な
か

っ
た

設
備

に
つ

い
て

も
、

現
時

点
で

わ
か

っ
て

い
る

こ
と

を
記

述
）

設
置

位
置

設
置

目
的

洪
水

・
高

潮
、

そ
の

他
（
●

●
）

施
設

の
耐

震
設

計
施

設
位

置
周

辺
の

震
度

(H
2
3
.3

.1
1

1
4
時

4
6
分

頃
の

地
震

に
よ

る
）

地
震

発
生

前
ゲ

ー
ト

の
構

造

番
号

水
系

名
河

川
名

施
設

名
完

成
年

度

地
震

発
生

時

開
閉

機
の

種
類

設
備

地
震

に
よ

る
ゲ

ー
ト

等
の

被
害

状
況

及
び

機
能

の
喪

失
状

況

堰
・
水

門
等

の
躯

体
（
堰

柱
等

）
躯

体
：
１

．
正

常
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

－
－

水
門

扉
戸

当
り

・
開

閉
装

置

扉
　

　
　

体
：
１

．
全

開
（
ゲ

ー
ト

2
門

）
戸

当
り

：
正

常
開

閉
装

置
：

扉
体

：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

戸
当

り
：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

開
閉

装
置

：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

－
－

電
源

設
備

電
源

：
２

．
自

家
発

（
常

用
は

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

）
常

用
：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

（
常

用
は

発
電

機
の

み
）

－
－

制
御

装
置

（
開

度
計

、
機

側
操

作
盤

、
水

位
計

等
）

開
　

度
　

計
：
回

転
読

取
式

水
　

位
　

計
：
フ

ロ
ー

ト
式

操
　

　
　

 作
 ：

１
．

機
側

操
作

　
２

．
遠

隔
操

作
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

－
－

そ
の

他
（
管

理
所

等
）

管
理

所
：
な

し
自

家
発

電
設

備
用

の
建

屋
：
正

常
連

絡
橋

沓
座

損
傷

ゲ
ー

ト
操

作
室

か
ら

隣
の

ゲ
ー

ト
操

作
室

へ
の

横
移

動
が

で
き

な
い

た
め

ゲ
ー

ト
操

作
に

時
間

が
か

か
る

。
（
連

絡
橋

が
あ

る
と

２
門

の
ゲ

ー
ト

を
操

作
す

る
た

め
１

回
階

段
昇

降
良

）

ゲ
ー

ト
操

作
は

可
能

だ
が

操
作

室
か

ら
階

段
で

一
旦

堤
防

上
に

降
り

て
、

隣
の

操
作

室
の

階
段

で
操

作
室

へ
昇

る
必

要
が

あ
る

。
（
連

絡
橋

が
な

と
門

ゲ
を

操
作

す
る

た
め

階
堰

・
水

門
等

の
躯

体
（
堰

柱
等

）
躯

体
：
１

．
正

常
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

－

水
門

扉
戸

当
り

・
開

閉
装

置

扉
　

　
　

体
：
１

．
全

開
（
ゲ

ー
ト

4
門

）
戸

当
り

：
正

常
開

閉
装

置
：

扉
体

：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

戸
当

り
：
一

部
変

形
開

閉
装

置
：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

－
－

電
源

設
備

電
源

：
１

．
商

用
電

源
（
常

用
）

　
　

　
　

２
．

自
家

発
（
Ｔ

．
Ｐ

．
約

１
４

ｍ
に

設
置

）
常

用
電

源
：
停

電
予

備
発

電
設

備
：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

常
用

電
源

に
よ

る
操

作
（
二

重
化

機
能

な
し

）
予

備
発

電
設

備
に

よ
る

操
作

制
御

装
置

（
開

度
計

、
機

側
操

作
盤

、
水

位
計

等
）

開
　

度
　

計
：
メ

ッ
セ

ン
ジ

ャ
ー

ワ
イ

ヤ
式

水
　

位
　

計
：
水

晶
式

操
　

　
　

 作
 ：

１
．

機
側

操
作

　
２

．
遠

隔
操

作
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

－
－

そ
の

他
（
管

理
所

等
）

管
理

所
：
正

常
自

家
発

電
設

備
用

の
建

屋
：
正

常
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

－
－

堰
・
水

門
等

の
躯

体
（
堰

柱
等

）
躯

体
：
１

．
正

常
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

－
－

水
門

扉
戸

当
り

・
開

閉
装

置

扉
　

　
　

体
：
１

．
全

開
（
ゲ

ー
ト

2
門

）
戸

当
り

：
正

常
開

閉
装

置
：

扉
体

：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

戸
当

り
：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

開
閉

装
置

：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

－

電
源

設
備

電
源

：
１

．
商

用
電

源
（
常

用
）

　
　

　
　

２
．

自
家

発
（
Ｔ

．
Ｐ

．
約

１
４

ｍ
に

設
置

）
常

用
電

源
：
停

電
予

備
発

電
設

備
：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

常
用

電
源

に
よ

る
操

作
（
二

重
化

機
能

な
し

）
予

備
発

電
設

備
に

よ
る

操
作

制
御

装
置

（
開

度
計

、
機

側
操

作
盤

、
水

位
計

等
）

開
　

度
　

計
：
回

転
読

取
式

水
　

位
　

計
：
水

晶
式

操
　

　
　

 作
 ：

１
．

機
側

操
作

　
２

．
遠

隔
操

作
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

－
－

そ
の

他
（
管

理
所

等
）

管
理

所
：
正

常
自

家
発

電
設

備
用

の
建

屋
：
正

常
油

圧
配

管
ト

ラ
フ

隆
起

油
圧

配
管

に
は

損
傷

な
し

－

堰
・
水

門
等

の
躯

体
（
堰

柱
等

）
躯

体
：
１

．
正

常
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

－
－

水
門

扉
戸

当
り

・
開

閉
装

置

扉
　

　
　

体
：
１

．
全

開
（
ゲ

ー
ト

3
門

）
戸

当
り

：
正

常
開

閉
装

置
：
１

．
電

動

扉
体

：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

戸
当

り
：
1
号

上
段

ゲ
ー

ト
戸

当
た

り
破

損
開

閉
装

置
：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

１
号

上
段

ゲ
ー

ト
開

閉
操

作
不

能
－

電
源

設
備

電
源

：
１

．
商

用
電

源
（
予

備
）

　
　

　
　

２
．

自
家

発
（
常

用
）

常
用

電
源

：
停

電
予

備
発

電
設

備
：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

常
用

電
源

に
よ

る
操

作
（
二

重
化

機
能

な
し

）
予

備
発

電
設

備
に

よ
る

操
作

制
御

装
置

（
開

度
計

、
機

側
操

作
盤

、
水

位
計

等
）

開
　

度
　

計
：
回

転
読

取
式

水
　

位
　

計
：
フ

ロ
ー

ト
式

操
　

　
　

 作
 ：

１
．

機
側

操
作

　
２

．
遠

隔
操

作
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

－
－

そ
の

他
（
管

理
所

等
）

管
理

所
：
な

し
自

家
発

電
設

備
用

の
建

屋
：
正

常
局

舎
周

辺
陥

没
翼

壁
の

止
水

板
破

断
－

－

堰
・
水

門
等

の
躯

体
（
堰

柱
等

）
躯

体
：
１

．
正

常
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

－
－

水
門

扉
戸

当
り

・
開

閉
装

置

扉
　

　
　

体
：
１

．
全

開
（
ゲ

ー
ト

1
門

）
戸

当
り

：
正

常
開

閉
装

置
：

扉
体

：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

戸
当

り
：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

開
閉

装
置

：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

－
－

電
源

設
備

電
源

：
２

．
自

家
発

（
常

用
は

デ
ィ

ー
ゼ

ル
エ

ン
ジ

ン
駆

動
発

電
機

）
異

常
な

し
－

－

制
御

装
置

（
開

度
計

、
機

側
操

作
盤

、
水

位
計

等
）

開
　

度
　

計
：
回

転
読

取
式

水
　

位
　

計
：
な

し
操

　
　

　
 作

 ：
１

．
機

側
操

作
　

２
．

遠
隔

操
作

点
検

に
よ

り
異

常
な

し
－

－

そ
の

他
（
管

理
所

等
）

な
し

－
－

－

4
.8 左

Ｓ
５

６
洪

水

引
き

上
げ

式

B
 2

9
.0

0
×

H
 8

.0
0
  
1

門
B

 2
0
.0

0
×

H
 4

.5
0
  
2

門

ラ
イ

ジ
ン

グ
セ

ク
タ

ゲ
ー

ト

B
 1

2
.5

0
×

H
 3

.5
0
  
2

門

H
1
9

耐
震

照
査

未
実

施
耐

震
照

査
実

施
済

耐
震

照
査

未
実

施

5
強

（
石

巻
市

大
瓜

）

6
弱

（
石

巻
市

泉
町

）

2
6
.1

右
H

1
9

S
5
4

洪
水

ロ
ー

ラ
ー

ゲ
ー

ト

B
 2

0
.0

0
×

H
1
1
.9

0
2
門

洪
水

・
舟

運

ロ
ー

ラ
ー

ゲ
ー

ト

2
5
.7

右

6
弱

（
登

米
市

豊
里

）

耐
震

照
査

実
施

済

1
1

北
上

川
水

系
北

上
川

南
沢

川
水

門

2
5
.6

+
3
0

左

6
弱

（
登

米
市

豊
里

）

5
強

（
登

米
市

津
山

町
）

耐
震

照
査

未
実

施

耐
震

照
査

実
施

済
耐

震
照

査
未

実
施

耐
震

照
査

実
施

済

1
3

北
上

川
水

系
北

上
川

鴇
波

水
門

1
4

北
上

川
水

系
旧

北
上

川
真

野
川

水
門

耐
震

照
査

未
実

施
洪

水

ロ
ー

ラ
ー

ゲ
ー

ト

幅
  
8
.0

0
×

高
 7

.3
8

×
1
門

1
5

北
上

川
水

系
旧

北
上

川
梨

の
木

水
門

耐
震

照
査

実
施

済

1
3
.5

左
H

2

1
2

北
上

川
水

系
北

上
川

脇
谷

水
門

B
 1

0
.0

0
×

H
 1

2
.7

9
  
1

門
B

  
6
.7

0
×

H
  
4
.2

6
  
3

門

洪
水

・
旧

北
上

川
へ

の
分

派
量

調
節

油
圧

ﾓ
ｰ

ﾀ
ﾗ
ｯ
ｸ
式

1
M

2
D

電
動

ﾜ
ｲ
ﾔ

ﾛ
ｰ

ﾌ
ﾟ

ｳ
ｨﾝ

ﾁ
式

2
M

2
D

電
動

ﾜ
ｲ
ﾔ

ﾛ
ｰ

ﾌ
ﾟ

ｳ
ｨﾝ

ﾁ
式

1
M

2
D

電
動

ﾜ
ｲ
ﾔ

ﾛ
ｰ

ﾌ
ﾟ

ｳ
ｨﾝ

ﾁ
式

2
M

2
D

電
動

ﾜ
ｲ
ﾔ

ﾛ
ｰ

ﾌ
ﾟ

ｳ
ｨﾝ

ﾁ
式
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【
東

北
】

設
計

を
検

討
す

る
た

め
の

参
考

資
料

①
　

河
川

下
流

部
の

堰
・
水

門
の

被
害

状
況

（
地

震
発

生
前

～
地

震
発

生
後

）
地

震
発

生
時

開
閉

機
の

種
類

設
備

地
震

に
よ

る
ゲ

ー
ト

等
の

被
害

状
況

及
び

機
能

の
喪

失
状

況
ゲ

ー
ト

の
構

造

番
号

水
系

名
河

川
名

施
設

名
完

成
年

度

施
設

の
耐

震
設

計
施

設
位

置
周

辺
の

震
度

(H
2
3
.3

.1
1

1
4
時

4
6
分

頃
の

地
震

に
よ

る
）

地
震

発
生

前
設

置
位

置

設
置

目
的

洪
水

・
高

潮
、

そ
の

他
（
●

●
）

地
震

で
喪

失
し

た
機

能
地

震
後

に
残

っ
た

機
能

km 本
川

左
支

川
右

支
川

ゲ
ー

ト
規

格

幅
、

高
、

門
数

L
1

L
2

ゲ
ー

ト
開

閉
状

況
：

全
閉

、
全

開
、

半
開

（
中

間
開

度
）
、

不
明

制
水

ゲ
ー

ト
、

調
整

ゲ
ー

ト
、

フ
ラ

ッ
プ

ゲ
ー

ト
等

ゲ
ー

ト
別

に
記

述
※

フ
ラ

ッ
プ

ゲ
ー

ト
等

に
つ

い
て

も
開

閉
状

態
を

記
述

す
る

電
源

設
備

：
常

用
（
商

用
）
、

予
備

発
動

機
、

そ
の

他
別

に
記

述
設

置
位

置
（
場

所
、

設
置

高
）
を

記
述

被
害

が
発

生
し

た
部

位
及

び
被

害
状

況
等

（
発

災
時

に
は

点
検

出
来

ず
、

災
害

状
況

が
わ

か
ら

な
か

っ
た

設
備

に
つ

い
て

も
、

現
時

点
で

わ
か

っ
て

い
る

こ
と

を
記

述
）

堰
・
水

門
等

の
躯

体
（
堰

柱
等

）
躯

体
：
１

．
正

常
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

－
－

水
門

扉
戸

当
り

・
開

閉
装

置

扉
　

　
　

体
：
３

．
半

開
（
ゲ

ー
ト

1
門

）
戸

当
り

：
正

常
開

閉
装

置
：
１

．
電

動

扉
体

：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

戸
当

り
：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

固
定

部
：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

開
閉

装
置

：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

－
－

電
源

設
備

電
源

：
１

．
商

用
電

源
（
常

用
）

常
用

電
源

：
停

電
電

源
喪

失
、

遠
隔

操
作

・
監

視
－

制
御

装
置

（
開

度
計

、
機

側
操

作
盤

、
水

位
計

等
）

開
　

度
　

計
：
軸

直
結

式
水

　
位

　
計

：
水

晶
式

操
　

　
　

 作
 ：

１
．

機
側

操
作

　
２

．
遠

隔
操

作
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

－
－

そ
の

他
（
管

理
所

等
）

管
理

所
：
な

し
自

家
発

電
設

備
用

の
建

屋
：
な

し
な

し
－

－

堰
・
水

門
等

の
躯

体
（
堰

柱
等

）
躯

体
：
１

．
正

常
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

－
－

水
門

扉
戸

当
り

・
開

閉
装

置

扉
　

　
　

体
：
１

．
全

開
（
ゲ

ー
ト

1
門

）
戸

当
り

：
正

常
開

閉
装

置
：
１

．
電

動

扉
体

：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

戸
当

り
：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

開
閉

装
置

：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

－
－

電
源

設
備

電
源

：
１

．
商

用
電

源
（
常

用
）

　
　

　
　

２
．

自
家

発
（
Ｔ

．
Ｐ

．
＋

４
．

３
ｍ

に
設

置
）

常
用

電
源

：
停

電
予

備
発

電
：
異

常
な

し
と

思
わ

れ
る

（
ゲ

ー
ト

操
作

で
き

た
形

跡
が

あ
る

が
津

波
で

流
失

し
た

た
め

不
明

）
常

用
電

源
に

よ
る

操
作

－

制
御

装
置

（
開

度
計

、
機

側
操

作
盤

、
水

位
計

等
）

開
　

度
　

計
：
軸

直
結

式
水

　
位

　
計

：
水

圧
式

操
　

　
　

 作
 ：

１
．

機
側

操
作

　
２

．
遠

隔
操

作
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

－
－

そ
の

他
（
管

理
所

等
）

自
家

発
電

設
備

用
の

建
屋

：
正

常
遠

隔
操

作
盤

の
倒

壊
遠

隔
操

作
機

能
－

堰
・
水

門
等

の
躯

体
（
堰

柱
等

）
躯

体
：
１

．
正

常
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

－
－

水
門

扉
戸

当
り

・
開

閉
装

置

扉
　

　
　

体
：
１

．
全

開
（
ゲ

ー
ト

1
門

）
戸

当
り

：
正

常
開

閉
装

置
：
１

．
電

動

扉
体

：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

戸
当

り
：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

開
閉

装
置

：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

－
－

電
源

設
備

電
源

：
１

．
商

用
電

源
（
常

用
）

　
　

　
　

２
．

自
家

発
（
Ｔ

．
Ｐ

．
約

７
ｍ

に
設

置
）

常
用

電
源

：
停

電
予

備
発

電
設

備
：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

常
用

電
源

に
よ

る
操

作
（
二

重
化

機
能

な
し

）
予

備
発

電
設

備
に

よ
る

操
作

制
御

装
置

（
開

度
計

、
機

側
操

作
盤

、
水

位
計

等
）

開
度

計
：
シ

リ
ン

ダ
読

取
式

水
位

計
：
水

圧
式

操
　

 作
 ：

１
．

機
側

操
作

　
２

．
遠

隔
操

作
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

－
－

そ
の

他
（
管

理
所

等
）

管
理

所
：
な

し
自

家
発

電
設

備
用

の
建

屋
：
正

常
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

－
－

堰
・
水

門
等

の
躯

体
（
堰

柱
等

）
躯

体
：
１

．
正

常
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

－
－

水
門

扉
戸

当
り

・
開

閉
装

置

扉
　

　
　

体
：
１

．
全

開
（
ゲ

ー
ト

2
門

）
戸

当
り

：
正

常
開

閉
装

置
：
１

．
電

動
　

２
．

手
動

扉
体

：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

戸
当

り
：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

開
閉

装
置

：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

－
－

電
源

設
備

電
源

：
１

．
商

用
電

源
（
常

用
）

　
　

　
　

２
．

自
家

発
（
Ｔ

．
Ｐ

．
＋

４
．

５
ｍ

に
設

置
）

常
用

電
源

：
停

電
予

備
発

電
：
異

常
な

し
と

思
わ

れ
る

（
津

波
で

浸
水

し
た

た
め

地
震

に
よ

る
被

災
か

判
別

不
明

）
地

震
に

よ
る

故
障

が
あ

っ
た

と
す

れ
ば

電
源

喪
失

－

制
御

装
置

（
開

度
計

、
機

側
操

作
盤

、
水

位
計

等
）

開
　

度
　

計
：
軸

直
結

式
水

　
位

　
計

：
水

圧
式

操
　

　
　

 作
 ：

１
．

機
側

操
作

　
２

．
遠

隔
操

作
－

－

そ
の

他
（
管

理
所

等
）

自
家

発
電

設
備

用
の

建
屋

：
正

常
遠

隔
操

作
盤

の
倒

壊
遠

隔
操

作
機

能
－

堰
・
水

門
等

の
躯

体
（
堰

柱
等

）
躯

体
：
１

．
正

常
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

－
－

水
門

扉
戸

当
り

・
開

閉
装

置

扉
　

　
　

体
：
２

．
全

閉
（
ゲ

ー
ト

2
門

）
戸

当
り

：
正

常
開

閉
装

置
：
１

．
電

動
　

４
．

予
備

動
力

扉
体

：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

戸
当

り
：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

開
閉

装
置

：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

－
－

電
源

設
備

電
源

：
１

．
商

用
電

源
（
常

用
）

　
　

　
　

２
．

自
家

発
（
Ｔ

．
Ｐ

．
＋

８
．

５
ｍ

に
設

置
）

常
用

電
源

：
停

電
予

備
発

電
設

備
：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

常
用

電
源

に
よ

る
操

作
（
二

重
化

機
能

な
し

）
予

備
発

電
設

備
に

よ
る

操
作

制
御

装
置

（
開

度
計

、
機

側
操

作
盤

、
水

位
計

等
）

開
　

度
　

計
：
軸

直
結

式
水

　
位

　
計

：
水

圧
式

操
　

　
　

 作
 ：

１
．

機
側

操
作

　
２

．
遠

隔
操

作
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

－
－

そ
の

他
（
管

理
所

等
）

自
家

発
電

設
備

用
の

建
屋

：
正

常
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

－
－

1
M

2
D

電
動

ﾜ
ｲ
ﾔ

ﾛ
ｰ

ﾌ
ﾟ

ｳ
ｨﾝ

ﾁ
式

2
M

2
D

電
動

ﾜ
ｲ
ﾔ

ﾛ
ｰ

ﾌ
ﾟ

ｳ
ｨﾝ

ﾁ
式

油
圧

ｼ
ﾘ
ﾝ
ﾀ
ﾞ

開
閉

方
式

野
蒜

水
門

名
取

川
水

系
名

取
川

1
M

2
D

電
動

ﾜ
ｲ
ﾔ

ﾛ
ｰ

ﾌ
ﾟ

ｳ
ｨﾝ

ﾁ
式

0
.0 右

洪
水

・
高

潮

Ｓ
３

７
耐

震
照

査
実

施
済

耐
震

照
査

実
施

済

耐
震

照
査

実
施

済

耐
震

照
査

実
施

済

1
7

1
9

阿
武

隈
川

水
系

阿
武

隈
川

H
1
1

2
0

阿
武

隈
川

水
系

阿
武

隈
川

押
分

水
門

高
瀬

川
水

系
高

瀬
川

市
柳

川
水

門

1
8

閖
上

水
門

鳴
瀬

川
水

系
鳴

瀬
川

新
浜

水
門

耐
震

照
査

実
施

済
耐

震
照

査
未

実
施

6
弱

（
東

松
島

市
小

野
）

0
.4 左

Ｓ
４

２
洪

水

引
き

上
げ

B
 7

.6
0
×

H
5
.3

5
  
2
門

0
.5 右

Ｈ
１

５

耐
震

照
査

実
施

済
1
6

0
.9 左

幅
 1

1
.0

0
×

高
 5

.7
0

×
1
門

洪
水

1
M

2
D

電
動

ﾜ
ｲ
ﾔ

ﾛ
ｰ

ﾌ
ﾟ

ｳ
ｨﾝ

ﾁ
式

引
き

上
げ

B
 5

.2
0
×

H
4
.8

0
  
1
門

耐
震

照
査

未
実

施

ロ
ー

ラ
ー

ゲ
ー

ト

6
弱４

（
六

ヶ
所

村
）

6
弱

6
強

耐
震

照
査

実
施

済

耐
震

照
査

実
施

済

洪
水

・
高

潮

マ
イ

タ
ー

ゲ
ー

ト

B
 1

7
.5

0
×

H
 7

.5
0

1
門

7
.1 左

H
1
1

内
水

対
策

ロ
ー

ラ
ー

ゲ
ー

ト

幅
2
3
.7

5
×

高
8
.8

4
×

2
門

4
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設
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検

討
す

る
た

め
の

参
考

資
料

①
　

河
川

下
流

部
の

堰
・
水

門
の

被
害

状
況

（
地

震
発

生
前

～
地

震
発

生
後

）

地
震

で
喪

失
し

た
機

能
地

震
後

に
残

っ
た

機
能

km 本
川

左
支

川
右

支
川

ゲ
ー

ト
規

格

幅
、

高
、

門
数

L
1

L
2

ゲ
ー

ト
開

閉
状

況
：

全
閉

、
全

開
、

半
開

（
中

間
開

度
）
、

不
明

制
水

ゲ
ー

ト
、

調
整

ゲ
ー

ト
、

フ
ラ

ッ
プ

ゲ
ー

ト
等

ゲ
ー

ト
別

に
記

述
※

フ
ラ

ッ
プ

ゲ
ー

ト
等

に
つ

い
て

も
開

閉
状

態
を

記
述

す
る

電
源

設
備

：
常

用
（
商

用
）
、

予
備

発
動

機
、

そ
の

他
別

に
記

述
設

置
位

置
（
場

所
、

設
置

高
）
を

記
述

被
害

が
発

生
し

た
部

位
及

び
被

害
状

況
等

（
発

災
時

に
は

点
検

出
来

ず
、

災
害

状
況

が
わ

か
ら

な
か

っ
た

設
備

に
つ

い
て

も
、

現
時

点
で

わ
か

っ
て

い
る

こ
と

を
記

述
）

設
置

位
置

設
置

目
的

洪
水

・
高

潮
、

そ
の

他
（
●

●
）

施
設

の
耐

震
設

計
施

設
位

置
周

辺
の

震
度

(H
2
3
.3

.1
1

1
4
時

4
6
分

頃
の

地
震

に
よ

る
）

地
震

発
生

前
ゲ

ー
ト

の
構

造

番
号

水
系

名
河

川
名

施
設

名
完

成
年

度

地
震

発
生

時

開
閉

機
の

種
類

設
備

地
震

に
よ

る
ゲ

ー
ト

等
の

被
害

状
況

及
び

機
能

の
喪

失
状

況

堰
・
水

門
等

の
躯

体
（
堰

柱
等

）
躯

体
：
１

．
正

常
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

－
－

水
門

扉
戸

当
り

・
開

閉
装

置

扉
　

　
　

体
：
２

．
全

閉
（
ゲ

ー
ト

2
門

）
戸

当
り

：
正

常
開

閉
装

置
：

点
検

に
よ

り
異

常
な

し
－

－

電
源

設
備

電
源

：
１

．
商

用
電

源
（
常

用
）

　
　

　
　

２
．

自
家

発
常

用
電

源
：
停

電
予

備
発

電
設

備
：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

常
用

電
源

に
よ

る
操

作
（
二

重
化

機
能

な
し

）
予

備
発

電
設

備
に

よ
る

操
作

制
御

装
置

（
開

度
計

、
機

側
操

作
盤

、
水

位
計

等
）

開
　

度
　

計
：
軸

直
結

式
水

　
位

　
計

：
水

圧
式

操
　

　
　

 作
 ：

１
．

機
側

操
作

点
検

に
よ

り
異

常
な

し
－

－

そ
の

他
（
管

理
所

等
）

自
家

発
電

設
備

用
の

建
屋

：
正

常
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

－
－

堰
・
水

門
等

の
躯

体
（
堰

柱
等

）
躯

体
：
１

．
正

常
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

－
－

水
門

扉
戸

当
り

・
開

閉
装

置

扉
　

　
　

体
：
２

．
全

閉
（
ゲ

ー
ト

2
門

）
戸

当
り

：
正

常
開

閉
装

置
：

点
検

に
よ

り
異

常
な

し
－

－

電
源

設
備

電
源

：
１

．
商

用
電

源
（
常

用
）

　
　

　
　

２
．

予
備

発
電

機
常

用
電

源
：
停

電
予

備
発

電
設

備
：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

常
用

電
源

に
よ

る
操

作
（
二

重
化

機
能

な
し

）
予

備
発

電
設

備
に

よ
る

操
作

制
御

装
置

（
開

度
計

、
機

側
操

作
盤

、
水

位
計

等
）

開
　

度
　

計
：
軸

直
結

式
水

　
位

　
計

：
操

　
　

　
 作

 ：
１

．
機

側
操

作
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

－
－

そ
の

他
（
管

理
所

等
）

点
検

に
よ

り
異

常
な

し
－

－

堰
・
水

門
等

の
躯

体
（
堰

柱
等

）
躯

体
：
１

．
正

常
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

－
－

水
門

扉
戸

当
り

・
開

閉
装

置

扉
　

　
　

体
：
２

．
全

閉
（
ゲ

ー
ト

2
門

）
戸

当
り

：
正

常
開

閉
装

置
：

点
検

に
よ

り
異

常
な

し
－

－

電
源

設
備

電
源

：
１

．
商

用
電

源
（
常

用
）

　
　

　
　

２
．

自
家

発
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

－
－

制
御

装
置

（
開

度
計

、
機

側
操

作
盤

、
水

位
計

等
）

開
　

度
　

計
：
軸

直
結

式
水

　
位

　
計

：
水

圧
式

操
　

　
　

 作
 ：

１
．

機
側

操
作

　
２

．
遠

隔
操

作
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

－
－

そ
の

他
（
管

理
所

等
）

自
家

発
電

設
備

用
の

建
屋

：
正

常
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

－
－

ロ
ー

ラ
ー

ゲ
ー

ト

耐
震

設
計

・
照

査
未

実
施

耐
震

設
計

・
照

査
未

実
施

4

幅
 1

1
.1

5
×

高
 7

.8
3

×
２

門

2
3

最
上

川
水

系
最

上
川

小
牧

川
水

門
5
.5

km
H

7

最
上

川
の

洪
水

の
支

川
新

小
牧

川
へ

の
逆

流
を

防
止

す
る

リ
ン

ク
機

構
引

上
げ

式
ゲ

ー
ト

耐
震

設
計

耐
震

照
査

・
補

強
済

み
5
強

幅
 4

.0
0
×

高
 5

.0
0

×
２

門

2
2

雄
物

川
水

系
旧

雄
物

川
新

屋
水

門
2
.1

+
2
5
0

右
S
1
5

洪
水

対
応

ロ
ー

ラ
ー

ゲ
ー

ト

耐
震

設
計

・
照

査
未

実
施

（
重

要
性

低
い

た
め

）

耐
震

設
計

・
照

査
未

実
施

（
重

要
性

低
い

た
め

）

4

幅
  
1
0
.8

0
×

高
 5

.7
2

×
1
門

2
1

米
代

川
水

系
米

代
川

早
川

水
門

5
.6

km
S
4
2

分
流

・
逆

流
防

止

41
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検
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す

る
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め
の

参
考

資
料

②
　

津
波

の
状

況
・
河

川
下

流
部

の
堰

・
水

門
の

被
害

状
況

（
被

災
～

応
急

復
旧

）

全
閉

全
開

一
部

開

制
水

ゲ
ー

ト
、

調
整

ゲ
ー

ト
、

フ
ラ

ッ
プ

ゲ
ー

ト
等

ゲ
ー

ト
別

に
記

述

ゲ
ー

ト
を

越
流

し
た

か
施

設
が

浸
水

し
た

か

Y
E
S
,N

O

（
浸

水
高

）

 被
害

が
発

生
し

た
部

位
及

び
被

害
状

況
等

喪
失

し
た

機
能

津
波

後
に

残
っ

た
機

能
対

応
（
津

波
到

達
直

後
～

現
時

点
ま

で
）

（
復

旧
し

た
月

日
）

現
時

点
に

お
け

る
喪

失
し

た
機

能
対

応
（
出

水
期

前
ま

で
の

対
応

）

堰
・
水

門
等

の
躯

体
（
堰

柱
等

）
－

－
－

点
検

に
よ

り
異

常
な

し
－

－
－

－
－

水
門

扉
戸

当
り

・
開

閉
装

置

1
号

、
2
号

、
4
号

ゲ
ー

ト
は

開
か

ら
全

閉
操

作
を

行
っ

た
が

、
操

作
中

に
開

閉
異

常
に

よ
り

ゲ
ー

ト
半

閉
状

態
3
号

ゲ
ー

ト
は

開
か

ら
全

閉
操

作
を

行
い

、
問

題
な

く
全

閉
で

き
た

。

1
号

、
2
号

、
4
号

：
半

閉
状

態
で

停
止

3
号

：
全

閉

Y
E
S
　

全
閉

し
た

3
号

ゲ
ー

ト
天

端
を

2
6
7
c
m

程
度

越
流

し
て

遡
上

扉
体

：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

戸
当

り
：
一

部
変

形
開

閉
装

置
：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

－
－

戸
当

り
：
ロ

ー
ラ

ー
軸

受
け

の
調

整
－

戸
当

り
：
戸

当
た

り
の

補
修

(３
月

１
５

日
実

施
）

電
源

設
備

常
用

電
源

：
停

電
予

備
発

電
設

備
：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

→
N

o
常

用
電

源
：
停

電
予

備
発

電
設

備
：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

常
用

電
源

に
よ

る
操

作
（
二

重
化

機
能

な
し

）
予

備
発

電
設

備
に

よ
る

操
作

常
用

：
復

旧
(３

月
１

３
日

）
－

－

制
御

装
置

（
開

度
計

、
機

側
操

作
盤

、
水

位
計

等
）

メ
ッ

セ
ン

ジ
ャ

ー
ワ

イ
ヤ

が
外

れ
た

ま
ま

の
状

態
で

、
堰

制
御

装
置

が
ゲ

ー
ト

開
度

を
正

し
く
認

識
で

き
な

い
。

ゲ
ー

ト
に

異
常

が
生

じ
警

報
を

発
報

N
o

開
度

計
：
メ

ッ
セ

ン
ジ

ャ
ー

ワ
イ

ヤ
が

滑
車

か
ら

脱
落

（
地

震
直

後
に

点
検

で
き

な
か

っ
た

た
め

津
波

に
よ

る
も

の
が

あ
る

か
不

明
）

ゲ
ー

ト
開

閉
制

御
遠

隔
操

作
不

能
－

開
度

計
：
メ

ッ
セ

ン
ジ

ャ
ー

ワ
イ

ヤ
を

再
度

取
付

け
、

ゲ
ー

ト
開

度
を

復
旧

－
開

度
計

の
補

修
(3

月
1
5
日

実
施

）

そ
の

他
（
管

理
所

等
）

出
張

所
か

ら
遠

隔
で

全
閉

操
作

異
常

発
報

を
受

け
て

職
員

が
管

理
所

に
急

行
N

o
異

常
な

し
－

－
－

－
－

堰
・
水

門
等

の
躯

体
（
堰

柱
等

）
－

－
－

点
検

に
よ

り
異

常
な

し
－

－
－

－
－

水
門

扉
戸

当
り

・
開

閉
装

置
－

全
閉

Y
E
S

全
ゲ

ー
ト

天
端

を
１

m
程

度
越

流
し

遡
上

扉
体

：
8
号

ゲ
ー

ト
に

船
接

触
戸

当
り

：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

開
閉

装
置

：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

－
－

扉
体

：
塗

装
補

修
完

了
(5

月
7
～

1
2
日

実
施

）
－

－

電
源

設
備

常
用

電
源

復
旧

せ
ず

－
N

o
常

用
電

源
：
停

電
予

備
発

電
設

備
：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

常
用

電
源

に
よ

る
操

作
（
二

重
化

機
能

な
し

）
予

備
発

電
設

備
に

よ
る

操
作

常
用

：
地

震
直

後
か

ら
3
/
1
4
ま

で
復

旧
せ

ず
現

在
は

復
旧

(3
月

1
4
日

復
旧

）

常
用

電
源

に
よ

る
操

作
（
二

重
化

機
能

な
し

）
常

用
：
復

旧

制
御

装
置

（
開

度
計

、
機

側
操

作
盤

、
水

位
計

等
）

－
－

N
o

異
常

な
し

－
－

－
－

－

そ
の

他
（
管

理
所

等
）

－
－

N
o

点
検

に
よ

り
異

常
な

し
－

－
－

－
－

堰
・
水

門
等

の
躯

体
（
堰

柱
等

）
－

－
－

6
号

サ
イ

ド
ゲ

ー
ト

下
流

床
版

か
ら

漏
水

－
－

－
－

調
査

後
、

補
修

水
門

扉
戸

当
り

・
開

閉
装

置
－

全
閉

Y
E
S

全
ゲ

ー
ト

天
端

を
２

m
程

度
越

流
し

遡
上

扉
体

：
2
･5

･6
号

ゲ
ー

ト
浮

上
り

、
戸

当
り

：
4
門

と
も

変
形

開
閉

装
置

：
1
,2

,4
号

ゲ
ー

ト
ワ

イ
ヤ

固
定

金
具

破
損

、
4
･5

A
D

変
換

機
故

障
（
写

真
で

は
3
,4

と
記

載
？

）
、

フ
ラ

ッ
プ

ゲ
ー

ト
の

自
動

制
御

手
動

制
御

に
よ

る
ゲ

ー
ト

操
作

ワ
イ

ヤ
の

復
旧

：
（
4
月

1
6
日

）
－

－

電
源

設
備

常
用

電
源

復
旧

せ
ず

－
N

o
常

用
電

源
：
停

電
予

備
発

電
設

備
：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

常
用

電
源

に
よ

る
操

作
（
二

重
化

機
能

な
し

）
予

備
発

電
設

備
に

よ
る

操
作

常
用

：
地

震
直

後
か

ら
3
/
2
2
ま

で
復

旧
せ

ず
現

在
は

復
旧

（
3
月

2
2
日

復
旧

）
現

在
は

な
し

－

制
御

装
置

（
開

度
計

、
機

側
操

作
盤

、
水

位
計

等
）

－
－

N
o

開
度

計
：
3
号

ゲ
ー

ト
ﾒ
ｯ
ｾ

ﾝ
ｼ
ﾞｬ

ｰ
ﾜ
ｲ
ﾔ

切
断

、
ゲ

ー
ト

開
閉

制
御

遠
隔

操
作

不
能

－
開

度
計

：
ゲ

ー
ト

開
度

を
復

旧
(5

月
1
日

）
－

－

そ
の

他
（
管

理
所

等
）

－
－

N
o

点
検

に
よ

り
異

常
な

し
－

－
－

－
－

堰
・
水

門
等

の
躯

体
（
堰

柱
等

）
－

－
－

点
検

に
よ

り
異

常
な

し
－

－
－

－
－

水
門

扉
戸

当
り

・
開

閉
装

置
－

倒
伏

Ｙ
Ｅ

Ｓ
ゲ

ー
ト

天
端

を
越

流
し

遡
上

（
ｹ

ﾞｰ
ﾄは

倒
伏

状
態

の
ま

ま
操

作
な

し
）

扉
体

：
3
号

ゲ
ー

ト
（
袋

体
）
に

堆
砂

開
閉

装
置

：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

堆
砂

に
よ

り
ゲ

ー
ト

起
立

不
可

－
扉

体
：
掃

流
操

作
を

実
施

し
排

砂
(4

月
1
1
日

実
施

）
－

扉
体

：
操

作
可

能

電
源

設
備

常
用

電
源

復
旧

せ
ず

－
N

o
常

用
電

源
：
停

電
予

備
発

電
設

備
：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

常
用

電
源

に
よ

る
操

作
（
二

重
化

機
能

な
し

）
予

備
発

電
設

備
に

よ
る

操
作

常
用

：
地

震
直

後
か

ら
3
/
1
9
ま

で
復

旧
せ

ず
現

在
は

復
旧

（
3
月

1
9
日

復
旧

）
現

時
点

は
な

し
－

制
御

装
置

（
開

度
計

、
機

側
操

作
盤

、
水

位
計

等
）

－
－

N
o

異
常

な
し

－
－

－
－

－

そ
の

他
（
管

理
所

等
）

－
－

N
o

点
検

に
よ

り
異

常
な

し
－

－
－

－
－

堰
・
水

門
等

の
躯

体
（
堰

柱
等

）
－

－
－

点
検

に
よ

り
異

常
な

し
－

－
－

－
－

水
門

扉
戸

当
り

・
開

閉
装

置
－

倒
伏

Ｙ
Ｅ

Ｓ
 ゲ

ー
ト

天
端

を
越

流
し

遡
上

（
ｹ

ﾞｰ
ﾄは

倒
伏

状
態

の
ま

ま
操

作
な

し
）

扉
体

：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

、
開

閉
装

置
：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

－
－

－
－

－

電
源

設
備

－
－

N
o

常
用

電
源

：
停

電
予

備
発

電
設

備
：
な

し
常

用
電

源
に

よ
る

操
作

（
二

重
化

機
能

な
し

）
－

常
用

：
地

震
直

後
か

ら
復

旧
せ

ず
現

在
は

復
旧

－
－

制
御

装
置

（
開

度
計

、
機

側
操

作
盤

、
水

位
計

等
）

－
－

N
o

異
常

な
し

－
－

－
－

－

そ
の

他
（
管

理
所

等
）

－
－

N
o

異
常

な
し

－
－

－
－

－

設
備

対
応

結
果

津
波

時
の

状
態

津
波

到
達

時
地

震
発

生
後

～
津

波
到

達
前

地
震

発
生

直
後

～
津

波
到

達
前

ま
で

の
対

応

　
津

波
に

よ
る

ゲ
ー

ト
等

の
被

害
状

況
、

機
能

の
喪

失
状

況
及

び
対

応

鳴
瀬

川
水

系
吉

田
川

若
針

塩
止

堰

2

番
号

水
系

名
河

川
名

施
設

名

馬
淵

大
堰

阿
武

隈
川

水
系

阿
武

隈
川

阿
武

隈
大

堰

1
馬

淵
川

水
系

馬
淵

川

54
鳴

瀬
川

水
系

鳴
瀬

川
鳴

瀬
堰

3
北

上
川

水
系

北
上

川
北

上
大

堰

被
災

後
の

応
急

復
旧

状
況

6

42

t1.101
長方形



【
東

北
】

設
計

を
検

討
す

る
た

め
の

参
考

資
料

②
　

津
波

の
状

況
・
河

川
下

流
部

の
堰

・
水

門
の

被
害

状
況

（
被

災
～

応
急

復
旧

）

全
閉

全
開

一
部

開

制
水

ゲ
ー

ト
、

調
整

ゲ
ー

ト
、

フ
ラ

ッ
プ

ゲ
ー

ト
等

ゲ
ー

ト
別

に
記

述

ゲ
ー

ト
を

越
流

し
た

か
施

設
が

浸
水

し
た

か

Y
E
S
,N

O

（
浸

水
高

）

 被
害

が
発

生
し

た
部

位
及

び
被

害
状

況
等

喪
失

し
た

機
能

津
波

後
に

残
っ

た
機

能
対

応
（
津

波
到

達
直

後
～

現
時

点
ま

で
）

（
復

旧
し

た
月

日
）

現
時

点
に

お
け

る
喪

失
し

た
機

能
対

応
（
出

水
期

前
ま

で
の

対
応

）

設
備

対
応

結
果

津
波

時
の

状
態

津
波

到
達

時
地

震
発

生
後

～
津

波
到

達
前

地
震

発
生

直
後

～
津

波
到

達
前

ま
で

の
対

応

　
津

波
に

よ
る

ゲ
ー

ト
等

の
被

害
状

況
、

機
能

の
喪

失
状

況
及

び
対

応

番
号

水
系

名
河

川
名

施
設

名

被
災

後
の

応
急

復
旧

状
況

堰
・
水

門
等

の
躯

体
（
堰

柱
等

）
－

－
－

点
検

に
よ

り
異

常
な

し
－

－
－

－
－

水
門

扉
戸

当
り

・
開

閉
装

置
－

全
閉

（
ロ

ー
ラ

ゲ
ー

ト
、

起
伏

ゲ
ー

ト
全

て
）

Y
E
S

堤
防

天
端

を
２

m
程

度
越

流
し

遡
上

扉
体

：
起

伏
ｹ

ﾞｰ
ﾄ戸

当
り

逸
脱

、
シ

リ
ン

ダ
リ

ン
ク

プ
レ

ー
ト

曲
り

戸
当

り
：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

固
定

部
：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

開
閉

装
置

：
機

側
操

作
盤

、
油

圧
ユ

ニ
ッ

ト
浸

水

ゲ
ー

ト
開

閉
操

作
－

扉
体

：
応

急
復

旧
開

閉
装

置
：
応

急
復

旧
(６

月
１

５
日

）
－

－

電
源

設
備

常
用

電
源

復
旧

せ
ず

－
Y
E
S

電
源

設
備

が
浸

水
(T

.P
.

6
.1

m
)

常
用

電
源

：
地

震
に

よ
り

停
電

中
予

備
発

電
設

備
：
津

波
に

よ
り

浸
水

電
源

喪
失

－
常

用
電

源
：
復

旧
せ

ず
予

備
発

電
機

：
仮

設
発

電
機

を
設

置
(３

月
１

５
日

）

常
用

電
源

に
よ

る
操

作
（
二

重
化

機
能

な
し

）
－

制
御

装
置

（
開

度
計

、
機

側
操

作
盤

、
水

位
計

等
）

－
－

Y
E
S

機
側

操
作

盤
も

浸
水

(T
.P

.
1
2
.0

m
)

管
理

棟
操

作
盤

が
浸

水
。

機
側

操
作

盤
も

浸
水

。
操

作
不

能
機

側
操

作
盤

も
浸

水
し

操
作

不
能

仮
設

発
電

機
と

仮
設

操
作

盤
で

応
急

復
旧

（
3
月

1
5
日

）
仮

復
旧

（
仮

操
作

盤
）
(６

月
１

５
日

）
－

－

そ
の

他
（
管

理
所

等
）

出
張

所
か

ら
遠

隔
で

閉
門

操
作

全
ゲ

ー
ト

正
常

に
閉

扉
Y
E
S

管
理

棟
が

浸
水

(T
.P

.
6
.1

m
)

津
波

に
よ

り
浸

水
、

破
損

照
明

、
C

C
T
V

カ
メ

ラ
流

失
、

管
理

橋
金

属
部

変
形

、
損

傷
遠

隔
操

作
－

－
遠

隔
操

作
不

能
未

定

堰
・
水

門
等

の
躯

体
（
堰

柱
等

）
－

－
－

昇
降

階
段

基
礎

洗
掘

階
段

は
残

っ
て

お
り

昇
降

可
能

－
－

－
－

水
門

扉
戸

当
り

・
開

閉
装

置
操

作
せ

ず

メ
イ

ン
ゲ

ー
ト

：
全

閉
サ

イ
ド

ゲ
ー

ト
：
半

開
バ

ラ
ン

ス
ゲ

ー
ト

は
水

位
に

自
動

追
随

Y
E
S

メ
イ

ン
ゲ

ー
ト

天
端

を
２

m
程

度
越

流
し

遡
上

扉
体

：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

戸
当

り
：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

固
定

部
：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

開
閉

装
置

：
ﾊ

ﾞﾗ
ﾝ
ｽ

ｹ
ﾞｰ

ﾄ閉
装

置
流

出
（
ウ

イ
ン

チ
・
操

作
盤

）

ゲ
ー

ト
開

閉
操

作
－

開
閉

装
置

（
バ

ラ
ン

ス
ゲ

ー
ト

）
：
復

旧
せ

ず
バ

ラ
ン

ス
ゲ

ー
ト

の
強

制
開

閉
操

作
バ

ラ
ン

ス
ゲ

ー
ト

の
水

位
差

に
よ

る
自

然
動

作
は

可
能

電
源

設
備

常
用

電
源

復
旧

せ
ず

－
Y
E
S

電
源

設
備

が
浸

水
(T

.P
.

3
.0

m
)

常
用

電
源

：
地

震
に

よ
り

停
電

中
予

備
発

電
設

備
：
浸

水
に

よ
り

操
作

不
可

電
源

喪
失

－
常

用
電

源
：
復

旧
せ

ず
予

備
発

電
機

：
仮

設
発

電
機

を
設

置
(3

月
2
0
日

）

常
用

電
源

に
よ

る
操

作
（
二

重
化

機
能

な
し

）
－

制
御

装
置

（
開

度
計

、
機

側
操

作
盤

、
水

位
計

等
）

復
旧

せ
ず

－
N

O
機

側
操

作
盤

は
浸

水
せ

ず
(T

.P
. 
1
2
.0

m
)

ー
－

－
－

－
－

そ
の

他
（
管

理
所

等
）

出
張

所
か

ら
遠

隔
で

閉
門

操
作

不
明

Y
E
S

予
備

発
電

機
室

が
浸

水
(T

.P
. 
3
.0

m
)

津
波

に
よ

り
浸

水
、

破
損

照
明

、
C

C
T
V

カ
メ

ラ
流

失
遠

隔
操

作
－

－
遠

隔
操

作
不

能
未

定

堰
・
水

門
等

の
躯

体
（
堰

柱
等

）
－

－
－

土
砂

堆
積

、
地

盤
沈

下
自

然
排

水
－

堤
外

の
堆

積
土

砂
は

撤
去

し
て

も
時

間
が

経
つ

と
再

度
堆

積
す

る
潮

位
も

上
昇

し
た

た
め

満
潮

時
の

自
然

排
水

は
困

難
水

門
の

応
急

復
旧

は
困

難
　

常
時

は
排

水
ポ

ン
プ

で
排

水

水
門

扉
戸

当
り

・
開

閉
装

置
操

作
員

が
機

側
で

自
重

降
下

に
よ

り
全

閉
操

作
し

た
模

様
全

閉

Y
E
S

ゲ
ー

ト
天

端
を

２
m

以
上

越
流

し
遡

上
（
越

流
高

さ
不

明
）

扉
体

：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

、
土

砂
､瓦

礫
に

よ
り

開
閉

不
能

？
戸

当
り

：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

固
定

部
：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

開
閉

装
置

：
開

閉
機

損
傷

、
電

動
機

浸
水

ゲ
ー

ト
開

閉
操

作
－

開
閉

装
置

：
仮

設
チ

ェ
ー

ン
ブ

ロ
ッ

ク
設

置
（
3
月

2
6
日

）

動
力

で
の

ゲ
ー

ト
操

作
（
手

動
ま

た
は

ク
レ

ー
ン

車
等

に
よ

る
応

急
操

作
は

可
能

）

開
閉

装
置

：
復

旧
困

難
　

出
水

時
は

排
水

ポ
ン

プ
車

で
対

応

電
源

設
備

常
用

：
復

旧
せ

ず
－

Y
E
S

電
動

機
が

浸
水

(T
.P

.
5
.0

m
)

常
用

電
源

：
停

電
中

津
波

前
か

ら
電

源
喪

失
－

常
用

電
源

：
復

旧
せ

ず
常

用
電

源
喪

失
常

用
電

源
：
復

旧
困

難

制
御

装
置

（
開

度
計

、
機

側
操

作
盤

、
水

位
計

等
）

－
－

Y
E
S

操
作

盤
が

浸
水

(T
.P

.
5
.0

m
)

機
側

操
作

盤
落

下
、

配
線

損
傷

ゲ
ー

ト
開

閉
操

作
操

作
不

能
ー

－
－

そ
の

他
（
管

理
所

等
）

出
張

所
か

ら
遠

隔
で

閉
門

操
作

不
明

Y
E
S

そ
の

他
の

設
備

が
浸

水
(T

.P
. 
5
.0

m
)

照
明

、
C

C
T
V

カ
メ

ラ
流

失
遠

隔
操

作
－

－
遠

隔
操

作
不

能
未

定

堰
・
水

門
等

の
躯

体
（
堰

柱
等

）
－

－
－

全
壊

（
本

体
の

1
/
2
流

失
）

前
後

の
堤

防
も

流
失

水
門

と
し

て
の

全
機

能
水

路
と

し
て

の
機

能
対

応
不

能
機

能
回

復
困

難
仮

水
門

設
置

水
門

扉
戸

当
り

・
開

閉
装

置
－

全
閉

Y
E
S

堤
防

天
端

を
越

流
し

遡
上

（
越

流
高

さ
不

明
）

扉
体

：
1
門

流
失

戸
当

り
：
1
門

流
失

固
定

部
：
1
門

流
失

ゲ
ー

ト
開

閉
操

作
－

扉
体

：
対

応
不

能
戸

当
り

：
対

応
不

能
固

定
部

：
対

応
不

能
ゲ

ー
ト

開
閉

操
作

不
能

扉
体

：
仮

水
門

設
置

電
源

設
備

－
－

電
源

設
備

な
し

（
原

動
機

駆
動

）
－

－
－

－
－

－

制
御

装
置

（
開

度
計

、
機

側
操

作
盤

、
水

位
計

等
）

－
－

Y
E
S

本
体

全
て

浸
水

－
－

－
－

－
－

そ
の

他
（
管

理
所

等
）

－
－

管
理

棟
等

な
し

－
－

－
－

－
－

堰
・
水

門
等

の
躯

体
（
堰

柱
等

）
－

－
－

門
柱

亀
裂

有
－

－
－

－
－

水
門

扉
戸

当
り

・
開

閉
装

置
－

全
開

N
O

扉
体

：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

戸
当

り
：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

開
閉

装
置

：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

－
－

－
－

－

電
源

設
備

－
－

常
用

電
源

：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

（
常

用
は

発
電

機
の

み
）

－
－

－
－

－

制
御

装
置

（
開

度
計

、
機

側
操

作
盤

、
水

位
計

等
）

－
－

－
－

－
－

－
－

そ
の

他
（
管

理
所

等
）

－
－

管
理

橋
変

形
－

操
作

室
へ

の
移

動
に

は
支

障
な

し
管

理
橋

機
能

－
管

理
橋

機
能

に
問

題
な

し
－

－

7
北

上
川

水
系

北
上

川
月

浜
第

二
水

門

8
北

上
川

水
系

北
上

川
月

浜
防

潮
水

門

6
北

上
川

水
系

北
上

川
月

浜
第

一
水

門

9
北

上
川

水
系

北
上

川
釜

谷
水

門

1
0

北
上

川
水

系
北

上
川

福
地

水
門
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検
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②
　

津
波

の
状

況
・
河

川
下

流
部

の
堰

・
水

門
の

被
害

状
況

（
被

災
～

応
急

復
旧

）

全
閉

全
開

一
部

開

制
水

ゲ
ー

ト
、

調
整

ゲ
ー

ト
、

フ
ラ

ッ
プ

ゲ
ー

ト
等

ゲ
ー

ト
別

に
記

述

ゲ
ー

ト
を

越
流

し
た

か
施

設
が

浸
水

し
た

か

Y
E
S
,N

O

（
浸

水
高

）

 被
害

が
発

生
し

た
部

位
及

び
被

害
状

況
等

喪
失

し
た

機
能

津
波

後
に

残
っ

た
機

能
対

応
（
津

波
到

達
直

後
～

現
時

点
ま

で
）

（
復

旧
し

た
月

日
）

現
時

点
に

お
け

る
喪

失
し

た
機

能
対

応
（
出

水
期

前
ま

で
の

対
応

）

設
備

対
応

結
果

津
波

時
の

状
態

津
波

到
達

時
地

震
発

生
後

～
津

波
到

達
前

地
震

発
生

直
後

～
津

波
到

達
前

ま
で

の
対

応

　
津

波
に

よ
る

ゲ
ー

ト
等

の
被

害
状

況
、

機
能

の
喪

失
状

況
及

び
対

応

番
号

水
系

名
河

川
名

施
設

名

被
災

後
の

応
急

復
旧

状
況

堰
・
水

門
等

の
躯

体
（
堰

柱
等

）
－

－
－

点
検

に
よ

り
異

常
な

し
－

－
－

－
－

水
門

扉
戸

当
り

・
開

閉
装

置
－

全
開

N
O

扉
体

：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

戸
当

り
：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

開
閉

装
置

：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

－
－

－
－

－

電
源

設
備

－
－

常
用

電
源

：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

（
常

用
は

発
電

機
の

み
）

－
－

－
－

－

制
御

装
置

（
開

度
計

、
機

側
操

作
盤

、
水

位
計

等
）

－
－

－
－

－
－

－
－

そ
の

他
（
管

理
所

等
）

周
座

ア
ン

カ
ー

ボ
ル

ト
が

破
断

し
余

震
で

落
橋

の
危

険
が

あ
る

た
め

１
号

連
絡

橋
を

撤
去

－
異

常
な

し
－

－
－

－
－

堰
・
水

門
等

の
躯

体
（
堰

柱
等

）
－

－
－

点
検

に
よ

り
異

常
な

し
－

－
－

－
－

水
門

扉
戸

当
り

・
開

閉
装

置
－

全
開

N
O

扉
体

：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

戸
当

り
：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

開
閉

装
置

：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

－
－

－
－

－

電
源

設
備

常
用

電
源

復
旧

せ
ず

－
常

用
電

源
：
停

電
予

備
発

電
設

備
：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

常
用

電
源

に
よ

る
操

作
（
二

重
化

機
能

な
し

）
予

備
発

電
設

備
に

よ
る

操
作

常
用

：
地

震
直

後
か

ら
3
/
2
2
ま

で
復

旧
せ

ず
現

在
は

復
旧

(３
月

２
２

日
復

旧
）

－
－

制
御

装
置

（
開

度
計

、
機

側
操

作
盤

、
水

位
計

等
）

－
－

－
－

－
－

－
－

そ
の

他
（
管

理
所

等
）

－
－

点
検

に
よ

り
異

常
な

し
－

－
－

－
－

堰
・
水

門
等

の
躯

体
（
堰

柱
等

）
－

－
－

点
検

に
よ

り
異

常
な

し
－

－
－

－
－

水
門

扉
戸

当
り

・
開

閉
装

置
－

全
開

N
O

扉
体

：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

戸
当

り
：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

開
閉

装
置

：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

－
－

－
－

－

電
源

設
備

常
用

電
源

復
旧

せ
ず

－
常

用
電

源
：
停

電
予

備
発

電
設

備
：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

常
用

電
源

に
よ

る
操

作
（
二

重
化

機
能

な
し

）
予

備
発

電
設

備
に

よ
る

操
作

常
用

：
地

震
直

後
か

ら
3
/
2
2
ま

で
復

旧
せ

ず
現

在
は

復
旧

(３
月

２
２

日
復

旧
）

－
－

制
御

装
置

（
開

度
計

、
機

側
操

作
盤

、
水

位
計

等
）

－
－

－
－

－
－

－
－

そ
の

他
（
管

理
所

等
）

－
－

点
検

に
よ

り
異

常
な

し
－

－
－

－
－

堰
・
水

門
等

の
躯

体
（
堰

柱
等

）
－

－
－

点
検

に
よ

り
異

常
な

し
－

－
－

－
－

水
門

扉
戸

当
り

・
開

閉
装

置
調

整
の

た
め

に
居

合
わ

せ
た

作
業

員
が

手
動

操
作

を
実

施
。

一
部

開
（
1
号

ｹ
ﾞｰ

ﾄ上
段

扉
開

）
N

O
扉

体
：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

戸
当

り
：
地

震
に

よ
る

1
号

上
段

ゲ
ー

ト
戸

当
た

り
破

損
継

続
開

閉
装

置
：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

１
号

上
段

ゲ
ー

ト
開

閉
操

作
不

能
継

続
－

戸
当

り
：
調

整
戸

当
た

り
は

調
整

済
み

戸
当

り
：
本

復
旧

は
非

出
水

期

電
源

設
備

常
用

電
源

復
旧

せ
ず

－
常

用
電

源
：
地

震
に

よ
り

停
電

中
予

備
発

電
設

備
：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

常
用

電
源

に
よ

る
操

作
（
二

重
化

機
能

な
し

）
予

備
発

電
設

備
に

よ
る

操
作

常
用

：
地

震
直

後
か

ら
3
/
1
9
ま

で
復

旧
せ

ず
現

在
は

復
旧

(３
月

1
9
日

復
旧

）
常

用
電

源
復

旧
済

み
－

制
御

装
置

（
開

度
計

、
機

側
操

作
盤

、
水

位
計

等
）

－
異

常
な

し
－

－
－

－
－

そ
の

他
（
管

理
所

等
）

出
張

所
か

ら
遠

隔
に

よ
り

全
閉

操
作

機
側

の
遠

隔
操

作
シ

ス
テ

ム
が

停
電

の
た

め
遠

隔
操

作
が

不
能

。

地
震

に
よ

り
局

舎
周

辺
陥

没
地

震
に

よ
り

翼
壁

の
止

水
板

破
断

－
－

復
旧

せ
ず

－
復

旧

堰
・
水

門
等

の
躯

体
（
堰

柱
等

）
－

－
－

異
常

な
し

－
－

－
－

－

水
門

扉
戸

当
り

・
開

閉
装

置
－

全
開

N
O

扉
体

：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

戸
当

り
：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

開
閉

装
置

：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

－
－

－
－

－

電
源

設
備

－
－

異
常

な
し

－
－

－
－

－

制
御

装
置

（
開

度
計

、
機

側
操

作
盤

、
水

位
計

等
）

－
－

異
常

な
し

－
－

－
－

－

そ
の

他
（
管

理
所

等
）

－
－

な
し

－
－

－
－

－

南
沢

川
水

門

1
5

北
上

川
水

系
旧

北
上

川

1
1

北
上

川
水

系
北

上
川

北
上

川
水

系
旧

北
上

川
真

野
川

水
門

北
上

川
水

系
北

上
川

脇
谷

水
門

1
3

北
上

川
水

系
北

上
川

鴇
波

水
門

1
2

梨
の

木
水

門

1
4

44
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②
　

津
波

の
状

況
・
河

川
下

流
部

の
堰

・
水

門
の

被
害

状
況

（
被

災
～

応
急

復
旧

）

全
閉

全
開

一
部

開

制
水

ゲ
ー

ト
、

調
整

ゲ
ー

ト
、

フ
ラ

ッ
プ

ゲ
ー

ト
等

ゲ
ー

ト
別

に
記

述

ゲ
ー

ト
を

越
流

し
た

か
施

設
が

浸
水

し
た

か

Y
E
S
,N

O

（
浸

水
高

）

 被
害

が
発

生
し

た
部

位
及

び
被

害
状

況
等

喪
失

し
た

機
能

津
波

後
に

残
っ

た
機

能
対

応
（
津

波
到

達
直

後
～

現
時

点
ま

で
）

（
復

旧
し

た
月

日
）

現
時

点
に

お
け

る
喪

失
し

た
機

能
対

応
（
出

水
期

前
ま

で
の

対
応

）

設
備

対
応

結
果

津
波

時
の

状
態

津
波

到
達

時
地

震
発

生
後

～
津

波
到

達
前

地
震

発
生

直
後

～
津

波
到

達
前

ま
で

の
対

応

　
津

波
に

よ
る

ゲ
ー

ト
等

の
被

害
状

況
、

機
能

の
喪

失
状

況
及

び
対

応

番
号

水
系

名
河

川
名

施
設

名

被
災

後
の

応
急

復
旧

状
況

堰
・
水

門
等

の
躯

体
（
堰

柱
等

）
－

－
－

点
検

に
よ

り
異

常
な

し
－

－
－

－
－

水
門

扉
戸

当
り

・
開

閉
装

置
－

全
閉

N
O

扉
体

：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

戸
当

り
：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

固
定

部
：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

、
開

閉
装

置
：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

バ
ル

ブ
：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

－
－

－
－

－

電
源

設
備

常
用

：
復

旧
せ

ず
－

常
用

電
源

：
停

電
予

備
発

電
設

備
：
な

し
そ

の
他

：
な

し
電

源
喪

失
、

遠
隔

操
作

・
監

視
－

常
用

：
復

旧
 (
3
月

1
2
日

）
－

－

制
御

装
置

（
開

度
計

、
機

側
操

作
盤

、
水

位
計

等
）

－
－

異
常

な
し

－
－

－
－

－

そ
の

他
（
管

理
所

等
）

－
－

異
常

な
し

－
－

－
－

－

堰
・
水

門
等

の
躯

体
（
堰

柱
等

）
－

－
－

点
検

に
よ

り
異

常
な

し
－

－
－

－
－

水
門

扉
戸

当
り

・
開

閉
装

置
－

全
開

Y
E
S

ゲ
ー

ト
は

全
開

。
堤

防
天

端
を

４
m

以
上

越
流

し
遡

上

扉
体

：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

戸
当

り
：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

開
閉

装
置

：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

－
－

－
－

－

電
源

設
備

常
用

：
復

旧
せ

ず
－

Y
E
S

電
源

設
備

が
流

失
(T

.P
.＋

４
．

３
 m

)

常
用

電
源

：
地

震
に

よ
り

停
電

中
予

備
発

電
設

備
：
予

備
発

電
機

流
失

電
源

喪
失

－
常

用
：
復

旧
せ

ず
予

備
：
仮

設
発

動
発

電
機

に
よ

り
操

作
可

能
(４

月
１

４
日

設
置

）

電
源

二
重

化
機

能
な

し
（
予

備
発

電
利

用
可

）

常
用

：
復

旧
せ

ず
予

備
：
仮

設
発

動
発

電
機

に
よ

り
操

作
可

能

制
御

装
置

（
開

度
計

、
機

側
操

作
盤

、
水

位
計

等
）

－
－

Y
E
S

手
元

操
作

盤
が

浸
水

(T
.P

.
5
.0

m
)

手
元

（
堤

防
天

端
）
操

作
盤

浸
水

、
機

側
操

作
盤

異
常

な
し

、
水

位
計

流
失

手
元

操
作

盤
に

よ
る

ゲ
ー

ト
開

閉
操

作
不

能
機

側
操

作
盤

、
開

度
計

－
－

－

そ
の

他
（
管

理
所

等
）

復
旧

せ
ず

－
Y
E
S

予
備

発
電

気
室

建
屋

流
失

(T
.P

＋
４

．
３

m
)

地
震

に
よ

り
遠

隔
装

置
倒

壊
Ｃ

Ｃ
Ｔ

Ｖ
カ

メ
ラ

損
傷

　
、

予
備

発
電

機
室

倒
壊

・
流

失
遠

隔
操

作
、

監
視

不
能

－
－

－
未

定

堰
・
水

門
等

の
躯

体
（
堰

柱
等

）
－

－
－

点
検

に
よ

り
異

常
な

し
－

－
－

－
－

水
門

扉
戸

当
り

・
開

閉
装

置
－

全
閉

Y
E
S

ゲ
ー

ト
天

端
を

1
.5

m
程

度
越

流

扉
体

：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

、
瓦

礫
堆

積
に

よ
り

開
閉

不
能

戸
当

り
：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

開
閉

装
置

：
油

圧
シ

リ
ン

ダ
動

作
不

良
ゲ

ー
ト

開
閉

不
能

－
－

ゲ
ー

ト
開

閉
操

作
不

能
開

閉
装

置
：
ウ

イ
ン

チ
に

よ
る

手
動

開
閉

（
油

圧
シ

リ
ン

ダ
ー

の
オ

ー
バ

ー
ホ

ー
ル

は
出

水
期

後
の

予
定

）

電
源

設
備

常
用

電
源

復
旧

せ
ず

－
Y
E
S

電
源

設
備

が
一

部
浸

水
(T

.P
. 
7
.0

m
)

常
用

電
源

：
地

震
に

よ
り

停
電

中
予

備
発

電
設

備
：
津

波
に

よ
り

一
部

浸
水

予
備

発
電

機
の

安
定

稼
働

電
源

不
安

定
常

用
：
復

旧
せ

ず
予

備
：
点

検
整

備
に

よ
り

復
旧

(5
月

1
日

）

電
源

二
重

化
機

能
な

し
（
予

備
発

電
利

用
可

）
常

用
：
復

旧
せ

ず

制
御

装
置

（
開

度
計

、
機

側
操

作
盤

、
水

位
計

等
）

－
－

Y
E
S

油
圧

シ
リ

ン
ダ

ー
等

が
浸

水
(T

.P
. 
4
.0

m
)

油
圧

シ
リ

ン
ダ

以
外

は
異

常
な

し
－

－
－

－
－

そ
の

他
（
管

理
所

等
）

出
張

所
か

ら
遠

隔
で

全
閉

操
作

異
常

な
く
全

閉
Y
E
S

管
理

所
が

浸
水

(T
.P

.
7
.0

m
) 
た

だ
し

内
部

の
浸

水
な

津
波

に
よ

り
浸

水
遠

隔
操

作
、

監
視

不
能

－
－

－
未

定

堰
・
水

門
等

の
躯

体
（
堰

柱
等

）
－

－
－

点
検

に
よ

り
異

常
な

し
－

－
－

－
－

水
門

扉
戸

当
り

・
開

閉
装

置
－

全
開

Y
E
S

不
明

（
ゲ

ー
ト

全
開

状
態

で
あ

っ
た

）

扉
体

：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

戸
当

り
：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

開
閉

装
置

：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

－
－

－
－

－

電
源

設
備

常
用

：
復

旧
せ

ず
－

Y
E
S

電
源

設
備

が
流

失
(T

.P
.＋

４
．

５
 m

)

常
用

電
源

：
地

震
に

よ
り

停
電

中
予

備
発

電
設

備
：
浸

水
電

源
喪

失
－

常
用

：
復

旧
せ

ず
予

備
：
仮

設
発

動
発

電
機

に
よ

り
操

作
可

能
(４

月
１

４
日

設
置

）

電
源

二
重

化
機

能
な

し
（
予

備
発

電
利

用
可

）

常
用

：
復

旧
せ

ず
予

備
：
仮

設
発

動
発

電
機

に
よ

り
操

作
可

能

制
御

装
置

（
開

度
計

、
機

側
操

作
盤

、
水

位
計

等
）

－
N

O
水

位
計

流
失

水
位

確
認

不
能

機
側

操
作

盤
、

開
度

計
－

－
－

そ
の

他
（
管

理
所

等
）

復
旧

せ
ず

－
Y
E
S

予
備

発
電

気
室

建
屋

損
壊

(T
.P

＋
４

．
５

m
)

地
震

に
よ

り
遠

隔
装

置
倒

壊
Ｃ

Ｃ
Ｔ

Ｖ
カ

メ
ラ

損
傷

遠
隔

操
作

、
監

視
不

能
－

－
－

－

堰
・
水

門
等

の
躯

体
（
堰

柱
等

）
－

－
－

点
検

に
よ

り
異

常
な

し
－

－
－

－
－

水
門

扉
戸

当
り

・
開

閉
装

置
－

全
閉

N
O

扉
体

：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

戸
当

り
：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

開
閉

装
置

：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

－
－

－
－

－

電
源

設
備

常
用

電
源

復
旧

せ
ず

－
N

O
常

用
電

源
：
地

震
に

よ
り

停
電

中
予

備
発

電
設

備
：
点

検
に

よ
り

異
常

な
し

電
源

二
重

化
機

能
な

し
（
予

備
発

電
利

用
可

）
予

備
発

電
設

備
に

よ
る

操
作

常
用

：
地

震
直

後
か

ら
3
/
1
8
ま

で
復

旧
せ

ず
現

在
は

復
旧

(３
月

1
8
日

復
旧

）
－

常
用

：
復

旧

制
御

装
置

（
開

度
計

、
機

側
操

作
盤

、
水

位
計

等
）

－
－

N
O

異
常

な
し

－
－

－
－

－

そ
の

他
（
管

理
所

等
）

－
－

N
O

点
検

に
よ

り
異

常
な

し
－

－
－

－
－

名
取

川
水

系
名

取
川

閖
上

水
門

1
9

阿
武

隈
川

水
系

阿
武

隈
川

新
浜

水
門

1
8

鳴
瀬

川
水

系
鳴

瀬
川

2
0

阿
武

隈
川

水
系

阿
武

隈
川

押
分

水
門

高
瀬

川
水

系
高

瀬
川

市
柳

川
水

門
1
6

野
蒜

水
門

1
7

45



【
東

北
】

設
計

を
検

討
す

る
た

め
の

参
考

資
料

②
　

津
波

の
状

況
・
河

川
下

流
部

の
堰

・
水

門
の

被
害

状
況

（
被

災
～

応
急

復
旧

）

全
閉

全
開

一
部

開

制
水

ゲ
ー

ト
、

調
整

ゲ
ー

ト
、

フ
ラ

ッ
プ

ゲ
ー

ト
等

ゲ
ー

ト
別

に
記

述

ゲ
ー

ト
を

越
流

し
た

か
施

設
が

浸
水

し
た

か

Y
E
S
,N

O

（
浸

水
高

）

 被
害

が
発

生
し

た
部

位
及

び
被

害
状

況
等

喪
失

し
た

機
能

津
波

後
に

残
っ

た
機

能
対

応
（
津

波
到

達
直

後
～

現
時

点
ま

で
）

（
復

旧
し

た
月

日
）

現
時

点
に

お
け

る
喪

失
し

た
機

能
対

応
（
出

水
期

前
ま

で
の

対
応

）

設
備

対
応

結
果

津
波

時
の

状
態

津
波

到
達

時
地

震
発

生
後

～
津

波
到

達
前

地
震

発
生

直
後

～
津

波
到

達
前

ま
で

の
対

応

　
津

波
に

よ
る

ゲ
ー

ト
等

の
被

害
状

況
、

機
能

の
喪

失
状

況
及

び
対

応

番
号

水
系

名
河

川
名

施
設

名

被
災

後
の

応
急

復
旧

状
況

堰
・
水

門
等

の
躯

体
（
堰

柱
等

）
－

－
－

－
－

－
－

－
－

水
門

扉
戸

当
り

・
開

閉
装

置
な

し
－

N
O

－
－

－
－

－
－

電
源

設
備

常
用

電
源

復
旧

せ
ず

－
－

－
－

－
－

－
－

制
御

装
置

（
開

度
計

、
機

側
操

作
盤

、
水

位
計

等
）

－
－

－
－

－
－

－
－

－

そ
の

他
（
管

理
所

等
）

－
－

－
－

－
－

－
－

－

堰
・
水

門
等

の
躯

体
（
堰

柱
等

）
－

－
－

－
－

－
－

－
－

水
門

扉
戸

当
り

・
開

閉
装

置
な

し
－

N
O

－
－

－
－

－
－

電
源

設
備

常
用

電
源

復
旧

せ
ず

－
－

－
－

－
－

－
－

制
御

装
置

（
開

度
計

、
機

側
操

作
盤

、
水

位
計

等
）

－
－

－
－

－
－

－
－

－

そ
の

他
（
管

理
所

等
）

－
－

－
－

－
－

－
－

－

堰
・
水

門
等

の
躯

体
（
堰

柱
等

）
－

－
－

－
－

－
－

－
－

水
門

扉
戸

当
り

・
開

閉
装

置
な

し
－

N
O

－
－

－
－

－
－

電
源

設
備

－
－

－
－

－
－

－
－

－

制
御

装
置

（
開

度
計

、
機

側
操

作
盤

、
水

位
計

等
）

－
－

－
－

－
－

－
－

－

そ
の

他
（
管

理
所

等
）

－
－

－
－

－
－

－
－

－

2
1

米
代

川
水

系
米

代
川

早
川

水
門

2
2

雄
物

川
水

系
旧

雄
物

川
新

屋
水

門

2
3

最
上

川
水

系
最

上
川

小
牧

川
水

門
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